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湖南市の人口  平成 23年 5月 1日現在
総人口  55,286 人（+18）　　男  28,584 人（+28）　　女   26,702 人（－10）　　世帯数  21,708 世帯（+63）

CONTENTS
　 ２　いざという時のために、みんなで確認しましょう ！
　７　地域で活躍している健康推進員を紹介します
１２　介護サービス利用者の負担を減らす制度を紹介します

１４　家読のススメ
１8　まちのわだい・きらり湖南人

うちどく

栄養価(1人分)
エネルギー：85kcal
たんぱく質：1.0g
脂質：6.1g
塩分：0.3g

●
作
り
方 ト

マ
ト
の
サ
ラ
ダ

野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

平
成
21
年
度
滋
賀
の
健
康
・
栄
養
マ
ッ

プ
調
査
で
、
湖
南
市
で
は
成
人
に
お
け
る

1
日
の
野
菜
摂
取
量
が
2
5
1
g
と
い
う

結
果
が
出
ま
し
た
。
国
が
定
め
る
目
標
摂

取
量
3
5
0
g
に
は
約
1
0
0
g
（
ト
マ

ト
１
/
２
個
分
の
量
）
足
り
ま
せ
ん
。
い

つ
も
の
献
立
に
も
う
一
品
、
か
ん
た
ん
野

菜
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

トマト ………………大2個（400g）
玉ねぎ ……………… 1/2個
サラダ油 ……………大さじ2
酢 …………………… 大さじ1
塩 …………………… 小さじ1/4
こしょう ……………少々
パセリ（乾燥） …… 少々

❶
ト
マ
ト
は
縦
半
分
に
切
っ
て
へ
た
を
取
り
、
厚
さ
5
mm
の
半
月
切

り
に
す
る
。

❷
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
調
味
料
・
パ

セ
リ
と
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

❸
器
に
ト
マ
ト
を
盛
り
、②
を
上
に
か
け
る
。

材料（４人分）

食育推進計画
キャラクター



みんなで確認しましょう！
土砂災害とは？

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域とは？

突発的な集中豪雨や長雨によってがけ崩れや土石流が各地で同時多発的に発生すること。

　土砂災害防止法の施行に伴い、
県が「砂防基礎調査」を実施し、
土砂災害のおそれのある区域を土
砂災害警戒区域（通称：イエロー
ゾーン）として、建物が崩壊し住
民に大きな被害が生じるおそれが
ある区域を土砂災害特別警戒区域
（通称：レッドゾーン）として決定
し、地図上に示しています。

洪水ハザードマップ（更新版）
を作成しました

～日ごろの備えと早めの避難～

　

近
年
全
国
で
多
発
し
て
い
る

集
中
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
を
受

け
て
、
お
お
む
ね
１
０
０
年
に

一
度
程
度
発
生
す
る
大
雨
に
よ

り
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
の

情
報
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
、
水
害
に
対
す
る

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
湖
南
市
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
更
新
版
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
前
回
平
成
19
年
３
月

に
作
成
し
、
配
布
し
た
湖
南
市

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
野

洲
川
で
被
害
が
甚
大
と
な
る
大

雨
が
降
っ
た
場
合
の
浸
水
情
報

を
示
し
た
も
の
で
し
た
が
、
今

回
は
野
洲
川
に
加
え
て
身
近
な

そ
の
ほ
か
の
河
川
、
水
路
な
ど

の
浸
水
情
報
を
加
え
る
こ
と
で
、

大
雨
時
に
お
け
る
よ
り
高
度
な

浸
水
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
折
り
畳
む
と
Ａ
４
サ
イ
ズ

に
な
る
コ
ン
パ
ク
ト
さ
の
な
か

に
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
区
域
を

示
し
た
情
報
の
ほ
か
災
害
時
の

緊
急
連
絡
先
、
避
難
収
容
施
設
、

医
療
機
関
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
な
ど

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
地
域
で
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
日

ご
ろ
か
ら
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

※�

区
（
自
治
会
）
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
へ
は
区
を
通
じ
て

配
布
す
る
ほ
か
、
市
役
所
東

庁
舎
１
階
受
付
、
市
民
生
活

課
〔
西
庁
舎
〕、
各
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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いざという時のために、
　梅雨期の集中豪雨や台風に伴う豪雨などにより土砂災害が発生した場合、被害を受けるおそ
れのある区域を土砂災害警戒区域として示し、市民の皆さんが避難などの適切な行動を取れる
ように危険箇所を指定します。詳しくは、市ホームページでご確認ください。
　日ごろから災害に対して備え、知識を身につけておくことで被害を最小限にとどめることが
できます。

 問建設課〔東庁舎〕　 71◦2334

土砂災害防止法により今回
� 正福寺地区の危険箇所を指定します

� KONAN  2011.6



湖
南
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　

7
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
湖
南
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
を
7
月
10
日︵
日
︶投
・
開
票
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人

　

市
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
市

内
に
住
所
を
有
す
る
平
成
23
年
3

月
31
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人

の
う
ち
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

の
耕
作
を
営
む
人
、
ま
た
は
そ
の

同
居
の
親
族
・
配
偶
者
で
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
人
）

※�

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、

投
票
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
な
い
な
ど
登
録
要
件

を
満
た
さ
な
い
人
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

■
投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
の
確
認
と
投
票
事
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
必
ず
投

票
所
入
場
券
を
持
参
し
、
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
紛
失
な
ど
の
理
由
で
入

場
券
を
持
参
し
な
く
て
も
、
本
人

が
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
る
と

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
、
期
日
前
投
票
を
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

○�

期
間　

7
月
4
日（
月
）～
7
月

9
日（
土
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

○
場
所　

　
【
東
庁
舎
】
3
階
第
２
会
議
室

　
【
西
庁
舎
】
1
階
ロ
ビ
ー

○
持
ち
物　

投
票
所
入
場
券

※�

選
挙
権
を
有
す
る
人
で
あ
っ

て
も
、
平
成
3
年
7
月
5
日
か

ら
10
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、

誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
は
期
日

前
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。
誕
生

日
の
前
々
日
以
前
に
投
票
す
る

場
合
は
、
東
庁
舎
3
階
の
市
選

※�

平
成
3
年
7
月
11
日
生
ま
れ
の

人
は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所

で
の
み
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
郵
便
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
一
定

の
障
が
い
程
度
を
満
た
す
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
た
め
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
5
の
人
の

た
め
に
、
自
宅
で
投
票
を
行
い
、

郵
便
で
投
票
用
紙
を
送
る
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

郵
便
投
票
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

お
く
必
要
が
あ
り
、
手
続
き
な
ど

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投票区名 投票所 区　　域

第１投票区 みくも地域人権福祉市民交流セ
ンター（三雲ふれあいセンター）三雲

第２投票区 妙感寺多目的集会所 妙感寺
第３投票区 吉永公民館 吉永
第４投票区 夏見公民館 夏見
第５投票区 針公民館 針
第６投票区 平松草の根ハウス ルモン甲西、中央、平松
第７投票区 柑子袋まちづくりセンター 柑子袋

第８投票区 石部保健センター 石部東、石部中央、石部西、岡出、
宮の森、宝来坂、石部北、丸山

第９投票区 東寺総合事務所 石部南、東寺、西寺
第10投票区 朝国公民館 朝国

第11投票区 岩根まちづくりセンター 岩根東口、岩根東、岩根西、岩
根花園

第12投票区 正福寺公民館 正福寺

第13投票区 菩提寺まちづくりセンター
北山台、菩提寺、みどりの村、
三上台、ハイウェイサイドタウ
ン、イワタニランド、近江台

第14投票区 下田まちづくりセンター

下田東、下田西、下田南、下田
北、堂の城、中山、緑ヶ丘、桐
松、大谷、湖南団地北、湖南団
地中、湖南団地南

■
開
票

○
日
時　

7
月
10
日（
日
）

　

午
後
9
時
15
分
～

○�

場
所　

市
役
所
東
庁
舎
3
階
大
会
議
室

※�

一
般
参
観
で
き
ま
す
が
、
場
内
で
は
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問�

湖
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課

内
）〔
東
庁
舎
〕

 

71
◦
2
3
5
7

 
72
◦
3
3
9
0

農業委員会
　農地などの利用関係の調
整や、国・県などの関係機
関への農業行政などに関す
る意見・要望提出など農業
全般にわたって審議する農
業者の重要な代表機関です。

立候補予定者
説　明　会

■日時　６月10日（金）
　午後２時～
■�場所　市役所東庁舎３階
大会議室

【告 示 日】７月３日（日）
【投 票 日】７月10日（日）
【投票時間】午前７時～午後８時

挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者

投
票
（
7
月

4
日
～
９
日
）

を
し
て
く
だ

さ
い
（
不
在

者
投
票
は
西

庁
舎
で
は
で

き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く

だ
さ
い
）。

■
投
票
所　

投
票
日
当
日
は
、
市
内
14
か
所
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

20㎜
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グ
ラ
ッ
と
き
た
と
き

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

市
で
は
、
無
料
の
耐
震
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

市
内
に
あ
り
次
の
す
べ
て
に
あ

て
は
ま
る
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
軸
組
工
法
の
も

の
・
２
階
建
て
以
下
、
延
べ
面
積
が

３
０
０
㎡
以
下
で
、
建
物
全
体

の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の

■
調
査
内
容

　

市
が
委
託
し
た
耐
震
診
断
員
が

対
象
住
宅
を
訪
問
し
、
県
が
作
成

し
た
「
滋
賀
県
木
造
住
宅
耐
震
診

断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
て
聞
き

取
り
や
間
取
り
の
確
認
、
床
下
や

天
井
裏
の
目
視
な
ど
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。

　

診
断
結
果
を
ま
と
め
て
か
ら
耐

震
診
断
員
が
再
度
訪
問
し
、
診
断

結
果
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

■
予
定
棟
数　

20
棟
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
と
建
築
物
の

建
設
時
期
・
延
べ
面
積
の
わ
か
る

書
類
（
建
築
確
認
通
知
書
、
固
定

資
産
税
課
税
明
細
書
、
建
物
の
登

記
簿
な
ど
の
写
し
）
を
問
へ
。

※�

申
込
用
紙
は
、
都
市
住
宅
課
に

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問�

都
市
住
宅
課
〔
東
庁
舎
〕

 

71
◦
2
3
4
9

 
72
◦
7
9
6
4

耐震診断員とは、県が
主催する滋賀県木造住
宅耐震診断員講習会を
受講し、滋賀県木造住
宅耐震診断員登録名簿
に登録された者です。

～６月１日から７日までは「水道週間」～
　水道は、わたしたちの日常生活に欠かすことので
きない大切な生活基盤施設です。普段何気なく使っ
ている水道ですが、この機会に水の大切さや使い方
を見直し、節水に心がけるなど、限りある水資源を
豊かな暮らしに役立てましょう。

～水質管理～
　水質の安全を確保するため、生涯にわたって連続
的に摂取しても人の健康に影響が生じない量をもと
に、安全性を十分考慮して基準値が設定されていま
す。さらに、市では、水道法で義務付けられている水
質検査項目以外についても定期的に検査することで
水道の水質管理を行っています。市の水質検査計画
および検査結果は市ホームページに掲載しています。

蛇口から　あふれるぼくらの
夢・未来

　

市
で
は
、
検
定
期
間
が
満
了
と

な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
毎
年
新
し

い
メ
ー
タ
ー
に
順
次
交
換
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
６
月
中
ご
ろ

か
ら
11
月
末
ご
ろ
に
か
け
て
市
が

業
務
を
委
託
し
て
い
る
湖
南
市
管

工
事
業
協
同
組
合
従
事
者
が
取
替

作
業
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
の
家
庭
な
ど
に
は
前
も
っ

て
交
換
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

た
、
交
換
の
際
に
は
５
分
～
10
分

程
度
断
水
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
留
守
の
場
合
で
も
交
換
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

交
換
作
業
の
従
事
者
は
、
市
が

発
行
す
る
従
事
者
証
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
る
場
合

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
止
水
栓
の
不
良
で
交
換

で
き
な
い
場
合
は
、
後
日
改
め
て

メ
ー
タ
ー
交
換
と
合
わ
せ
止
水
栓

の
修
繕
工
事
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

湖
南
市
管
工
事
業

協
同
組
合
加
盟
業
者

ア
・
ア
・
ン
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
株
）、
石
部
鉄
工

所
、（
有
）
石
部
農
機
、（
有
）

一
宮
設
備
、植
西
設
備
、（
有
）

エ
ビ
ス
ヤ
商
会
、
近
江
水
道
、

（
株
）
奥
村
設
備
、（
株
）
オ
ー

レ
ッ
ク
ス
、黄
瀬
水
道
、（
有
）

キ
ム
ラ
、（
有
）
共
立
空
調
、

協
栄
電
気
（
株
）、
三
貴
設

備
工
業
（
株
）、（
株
）
菅

沼
ハ
ッ
ピ
電
化
、
大
商
機
器
、

チ
シ
ロ
設
備
、
広
島
電
器
店
、

（
有
）
二
川
設
備
、
牧
田
電

気
問�

上
下
水
道
課
︹
東
庁
舎
別
棟
︺

　

71

◦

２
３
６
６

　

 

72

◦

２
３
３
２

20㎜

検
定
満
期
の

�

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す
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No.55

　

昨
年
度
末
に
、
湖
南
市
行
政
改

革
懇
談
会
（
新
川
達
郎
会
長
）
か

ら
行
政
改
革
に
関
す
る
最
終
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
度
内
に
行
政
改
革
大
綱
を
策

定
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
議
会
か
ら
十
分
な
議
論
を
し

た
い
と
申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
月
は
議
会
改
革
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

湖
南
市
の
議
会
は
、
議
員
定
数

が
合
併
時
の
36
か
ら
現
在
で
は
20

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
定
例
会
か
ら
は
、

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

も
始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
会
改
革
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
議
会
内
で
議
論
を
重

ね
て
お
ら
れ
ま
す
。
予
算
決
算
常

任
委
員
会
を
新
設
し
、
質
疑
通
告

制
を
導
入
す
る
な
ど
、
議
事
の
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

４
月
末
に
は
、
議
長
の
私
的
諮

問
機
関
と
し
て
「
行
政
改
革
研
究

会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
懇
談
会
か
ら
、
特
に

合
併
後
の
重
複
施
設
や
老
朽
施
設

が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
施
設
の
統

廃
合
な
ど
は
、
条
例
や
予
算
を
伴

う
も
の
な
の
で
、
執
行
部
だ
け
で

取
り
組
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
議
会
が
議
案
を
審
議
し
て
、

結
論
を
出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
、
執
行
部
の
思
い
だ
け
で
は
動

か
な
い
も
の
で
す
。

　

議
会
と
執
行
部
は
車
の
両
輪
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
両
輪
の
回
転
だ

け
で
な
く
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
方

向
も
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
大

き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
ど

う
工
夫
す
れ
ば
よ
り
よ
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
か
を
、

総
論
賛
成
各
論
反
対
で
な
く
、
議

会
全
体
で
議
論
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
全
国
的
に
見
て
も
画
期
的

な
こ
と
で
す
。

　

議
会
が
熱
く
燃
え
て
い
ま
す
。

6月1日は人権擁護委員の日

新しい保護司を紹介します
　平成23年5月25日付けで、次のかたが法務大臣
から保護司として委嘱されました。
　髙畑澄子さん（岩根小・日枝中学校区担当）
　また平成22年11月をもって、同地域担当の柴
田勝弘さんが退任されました。長い間ありがと
うございました。
問社会福祉課〔東庁舎〕　 71◦2327　 72◦3788

　人権擁護委員は広く社会の実情に通じ、人権擁護
について理解のある人として市町村長から推薦され、
法務大臣から委嘱された人です。
　市では９人の人権擁護委員が、なんでも相談や街
頭啓発、出前教室など、人権の大切さを知ってもら
うための活動をしています。
　人権についての悩みや心配ごとは気軽にご相談く
ださい。相談は無料で秘密は守られます。
湖南市人権擁護委員（敬称略）
井上　松雄　 74◦2107　伊原　康晃　 75◦0083
田村　　宏　 77◦3401　長谷川あさ子　 77◦3308
奥村　昌子　 72◦0563　三大寺幸雄　 77◦5153
鶴岡　義房　 72◦7427　園田　小房　 72◦0811
武藤美代子　 77◦4352
問人権政策課〔東庁舎〕　 71◦2354

  身体障がい者相談員および知的障がい者相談員
は、障がいのある人の日常生活について本人や家族
からの相談に応じ、関係機関との連携や、障がいの
ある人の自立と社会参加について市民の理解を促進
するため、知事から委託を受けて、地域で活躍して
います。
　日ごろの不安や困ったことなど、身近な相談員へ
相談ください。

身体障がい者相談員
井田　裕司さん（宝来坂）	 77◦4993
堤　　健一さん（柑子袋）	 72◦1659
植中　　都さん（北山台）	 74◦1060
望月　惇二さん（岩根）	 75◦6146
愛甲　　彊さん（三雲）	 72◦3412

知的障がい者相談員
中森志津子さん（柑子袋）	 72◦4587
古岡　裕子さん（下田）	 75◦4670

問 社会福祉課〔東庁舎〕
　 71◦2364　 72◦3788

を紹介します

身体障がい者相談員
知的障がい者相談員
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地
域
で
活
躍
し
て
い
る

�

健
康
推
進
員
を
紹
介
し
ま
す

　

健
康
推
進
員
は
「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
各
地
域
で
健
康
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
今
年
度
は
新
メ
ン

バ
ー
11
人
が
加
わ
り
、
1
0
3

人
が
各
地
域
で
活
動
し
ま
す
。

　

伝
達
料
理
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト

で
の
啓
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
通
し
て
食
育
や
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問�

健
康
政
策
課
〔
保
健
セ
ン
タ
ー
〕

 

72
◦
4
0
0
8

　

お
疲
れ
様
で
し
た

　

平
成
23
年
3
月
末
を
も
っ
て
、

次
の
か
た
が
た
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
る
活
動
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。〔
敬
称
略
〕

・
後
藤
と
し
え
（
三
雲
）

・
菊
田　

新
子
（
夏
見
）

・
北
嶋　

晴
子
（
針
）

・
榎　

千
枝
子
（
柑
子
袋
）

・
児
嶋
知
加
子
（
岡
出
）

・
竹
中
み
つ
え
（
石
部
南
）

・
矢
野　

良
子
（
岩
根
西
）

・
中
島
た
み
江
（
岩
根
西
）

・
金
森　

功
子
（
北
山
台
）

・
水
谷　

明
美
（
大
谷
）

・
酒
井
た
づ
子
（
桐
松
）

行政区 氏　名 行政区 氏　名

三雲
山 村 淑 子

東寺
山 元 智 美

青 木 静 江 木 田　　 操
奥 村 博 子

西寺・丸山
山 本 英 光

妙感寺
岡 元 敏 子 竹 内 由 季
奥 村 房 子 朝国 髙 畑 富 子
伊 藤 光 子

岩根東口
平 井 裕 子

吉永
河 野 節 子 村 井 一 子
鍋 野 道 子

岩根東

芦　田　ちえの
西 村 惠 子 柴 田 茂 子

夏見 吉 川 芳 子 園 田 弘 子

針
八　太　千代子 柴　田　かず江
杉 端 順 子

岩根西
谷 口 正 枝

中央

一 宮 初 子 野　口　貴美江
濱　田　みね子 岩根花園 谷　口　美重子
安 田 文 子

正福寺
下 村 美 惠

川　村　八重子 中　村　満喜子

柑子袋

山　中　ひとみ
北山台

安　藤　喜左子
天 野 隆 子 宮　　 眞 澄
中　村　美智枝 金 子 博 人
松　下　千代子

菩提寺
坂 田 清 美

石部東

北 村 訓 子 井 上 和 美
山　元　かなゑ

みどりの村
川 口 冨 江

大　西　ひとみ 加 藤 昌 子
基　村　さち子 イワタニ

ランド

髙　栁　奈穂子
香 川 美 子 大　角　めぐみ

石部中央

井 上 直 子 竹 村 純 子
久　保　恵美子 近江台 松 本 髙 治
森 脇 泰 江 ハイウェイ

サイドタウン

住 田 邦 子
井 上 綾 子 中 原 絹 代
松 井 圭 子 的　場　冨士子

石部西

白　川　美代子
下田西

髙 杦 良 子
大　嶋　野里子 谷 口 賢 美
山　出　富貴子 下田南 谷　口　千代美
早 川 茂 子 下田北 上 西 清 己

岡出
村 上 昭 子

中山

永　田　早知代
青　石　八重子 筧　　 篤 子

宮の森
増　田　世津子 田 中 浩 美
鵜　飼　美紀代 喜 多 よ ね
吉牟田　潮　美 江 上 育 子

宝来坂

竹 内 清 美 工　藤　サナエ
今 岡 優 子 木　田　あけみ
桑原田　美知子

緑ヶ丘
菊 池 祥 子

蒲　生　久美子 山 下 純 子
玉　越　登久子

堂の城
植 西 惠 子

石部南

川 村 洋 子 坂 本 元 子
荻 田 美 子

湖南団地北
古 川 洋 子

藤　井　千代子 髙　橋　あつ子
冨 田 榮 子

湖南団地南

髙 井 玲 子
石 原 君 子 細　川　ゆかり
加 藤 律 子 岩　田　智恵美
上 田 多 美 森　田　三登利
大 石 一 恵

※太字は平成23年4月から活動している健康推進員です。

▲

講
習
会
で
伝
達
料
理
を
学
ぶ

▲�市内のイベントなどでも活動を展開
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

●�

受
診
期
間
を
﹁
年
内
ま
で
﹂
に

変
更
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
12
月
末
日
ま
で

（
国
の
補
助
対
象
事
業
の
た
め
、

年
内
の
受
診
期
間
と
な
り
ま
し
た

の
で
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
）

　

湖
南
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣

病
な
ど
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
た
め
に
市
が
案
内
す
る
特
定
健

康
診
査
の
受
診
を
勧
め
て
い
ま
す
。

ま
た
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
希
望

す
る
人
に
は
、
年
１
回
に
限
り
、

予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
長
い

年
月
を
か
け
て
徐
々
に
進
行
し
て

き
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
症
状

が
現
れ
た
と
き
に
は
、
簡
単
に
治

療
で
き
な
い
く
ら
い
進
行
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
で
、
自
分
の

健
康
状
態
を
知
り
、
健
康
的
な
生

活
習
慣
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
資
格

　

市
内
に
３
か
月
以
上
住
所
を
有

す
る
満
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

⑴�

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑵�

市
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑶�

人
間
ド
ッ
ク
検
診
に
か
か
る
ほ

か
の
助
成
金
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

⑷�

人
間
ド
ッ
ク
検
診
後
、
検
診
結

果
票
を
市
に
提
出
し
、
市
の
保

健
指
導
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

●
助
成
対
象
経
費　

　

保
険
適
用
外
の
検
診
に
係
る
費

用
（
特
定
健
康
診
査
の
検
査
項
目

を
満
た
さ
な
い
人
間
ド
ッ
ク
や
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
の
み
の
検
診
は
含

み
ま
せ
ん
）

●
助
成
金
額　

　

検
診
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の

１
相
当
額
（
上
限
２
万
円
）

●
受
診
医
療
機
関　

　

県
内
の
医
療
機
関
な
ど
を
利
用

で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法

①�

必
ず
事
前
に
保
険
年
金
課
の
窓

口
で
『
人
間
ド
ッ
ク
検
診
計
画

書
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、
速
や
か

に
検
診
結
果
票
（
写
）
と
領
収

書
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
の
窓

口
で
『
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
助

成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
』、

質
問
票
を
記
入
し
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

※
お
願
い

　

こ
の
事
業
は
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
が
年
々
増
加
し
、

利
用
枠
に
も
限
り
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
よ
り
有
効
に
公

平
に
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
期
間
を
年
内
ま
で

と
し
て
い
る
た
め
、『
人
間
ド
ッ

ク
検
診
計
画
書
』
の
提
出
は
11
月

30
日（
水
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問�

保
険
年
金
課
〔
東
庁
舎
〕

 
71
◦
2
3
2
4

 

72
◦
2
4
6
0

『
人
間
ド
ッ
ク
』
検
査
費
用
の
一
部
助
成

受
給
に
は
事
前
申
請
が
必
要
で
す

非
自
発
的
失
業
者
の
か
た
へ

 

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す

　

平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
会

社
の
倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な

ど
に
よ
り
離
職
し
た
人
で
次
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
手
続
き

を
す
れ
ば
平
成
22
年
4
月
分
か
ら

の
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
軽
減
は

離
職
日
が
平
成
22
年
３
月
31
日
以

降
の
人
が
対
象
で
す
。

■
適
用
要
件

①�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
年
月
日
が
、
平
成
21
年
３
月

31
日
以
降
で
あ
る
。

②�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
に
記
載
さ
れ
て
い
る

数
字
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
の
い
ず
れ
か
（
特
定
受
給
資

格
者
）
ま
た
は
23
、
33
、
34
の

い
ず
れ
か
（
特
定
理
由
離
職

者
）
で
あ
る
。

②
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
で
あ
る
。

※�

雇
用
保
険
の
「
高
年
齢
受
給
資

格
者
証
」
や
「
特
例
受
給
資
格

者
証
」
を
持
っ
て
い
る
人
は
軽

減
対
象
外
で
す
。

■
軽
減
方
法

　

対
象
者
の
前
年
の
給
与
の
所
得

を
30
／
100
と
み
な
し
て
、
対
象
期

間
の
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
し

ま
す
。

■
軽
減
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

■
手
続

　
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

「
印
か
ん
」、「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
」（
加
入
者
の
み
）
を

持
っ
て
問
へ
。

※�

す
で
に
手
続
き
を
し
、
平
成
23

年
度
も
引
き
続
き
軽
減
さ
れ
る

人
は
再
度
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問�

税
務
課
〔
東
庁
舎
〕

 
71
◦
2
3
1
9

 

72
◦
2
4
6
0
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行
政
改
革
レ
ポ
ー
ト

　

き
ら
め
き
湖
南
を
め
ざ
し
て
!

～
統
合
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
～

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

独
自
に
構
築
し
た
「
統
合
型
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
運
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
や
市
の
主
要
事

業
進
捗
管
理
、
事
務
事
業
評
価
を

統
合
し
た
も
の
で
す
。

■�

統
合
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
は
？

　

シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
２
つ
の
内

容
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。「
経
営

内
容
の
改
善
（
事
業
進
捗
管
理
と

事
務
事
業
評
価
）
」
と
「
経
営
手

順
の
改
善
（
業
務
手
順
書
）
」
で

す
。

■
３
つ
の
ツ
ー
ル
（
道
具
）

◆
事
業
進
捗
管
理

　

市
の
主
要
な
事
業
の
進
捗
や
工

程
な
ど
に
つ
い
て
、
四
半
期
ご
と

の
管
理
を
行
い
ま
す
。「
計
画
ど

お
り
に
進
ん
で
い
る
の
か
」、「
課

題
や
問
題
は
」、「
計
画
変
更
は
必

要
な
い
か
」
な
ど
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

◆
事
務
事
業
評
価

　

事
務
事
業
の
見
直
し
と
い
う
観

点
か
ら
、
市
の
事
務
事
業
に
つ
い

て
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
事
業

の
目
的
、
効
果
と
そ
れ
に
伴
う
費

用
を
数
値
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
務
の
改
善
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
業
務
手
順
書

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
で
培
っ
た

「
業
務
手
順
書
」
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
流
れ
を
市
民
に
見
え
る
形
に

し
た
も
の
で
、
事
務
事
業
の
改
善

と
手
順
の
見
直
し
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　　

以
上
３
つ
の
ツ
ー
ル
を
公
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
と
の
情
報

の
共
有
化
と
、
市
民
に
対
す
る
説

明
責
任
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
成
果
主
義
の

視
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
行
政
内
部
に
お
け
る
コ
ス
ト

意
識
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
意
識
の
醸

成
を
図
り
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

問�

財
政
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
◦
２
３
４
０

　

72
◦
３
３
９
０

問企画・まちづくり課〔東庁舎〕　 71◦2316　 72◦2000

ふるさと納税とは
　「ふるさとを応援したい」「ふるさとに貢献したい」という納税者の思いを実現するため、平成20年10月に
ふるさと納税制度が始まりました。応援したい自治体へ寄付をすれば、その寄付額のうち一部を住んでいる
自治体の住民税などから控除できる制度です。
　例えば、湖南市を離れて生活している人がこの制度により湖南市に寄付をすると、住んでいる自治体の住
民税と所得税の控除が受けられます。

寄付の使いみちを選べます
　市では、このふるさと納税制度を活用した「ふるさときらめき湖南づくり寄付事業」への協力者を募って
います。
　使いみちとして、下記のなかから、最も応援したいと思う一つを選択していただきます。

　市は、貴重な財源として、関連した事業に活用し、豊かさを実感できるオンリーワンのまちづくりを進め
ていきます。今後ともより一層の応援をよろしくお願いいたします。

○天然記念物ウツクシマツの保全
○図書館の機能充実
○観光の振興

○歴史文化遺産の周辺環境整備　
○スポーツ施設利用環境の充実
○地域福祉施策の充実

○その他地域の活性化

●いただいた寄付金
　平成22年度は、3人（市内2人、県外1人）のかた
がたから、合計163万円のご寄付をいただきました。
厚くお礼申し上げます。

●寄付していただいた皆さん
湖南市岩根　株式会社リサックス様
東京都港区　三山熊裕様
ほか１名様
※�公開を同意されたかたのみ掲載しています。

応援ありがとうございます!!
ふるさときらめき湖南づくり寄付条例
平成22年度の状況を公表します
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

�

け
ま
し
ょ
う

第
1
期
の
接
種
を
し
て
い
な
い
9
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

は
、
乳
幼
児
が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
た
と
き
に
起
こ
る
脳
内
出
血
や

脳
挫
傷
な
ど
を
伴
う
重
度
の
頭
部

損
傷
で
す
。

　

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
の

多
く
は
、
親
な
ど
の
養
育
者
が
育

児
で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
に
、
赤

ち
ゃ
ん
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
と
、
脳
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、

脳
は
低
酸
素
状
態
と
な
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
次
の
よ
う
な
症
状
を

示
し
ま
す
。

・
元
気
が
な
く
な
る

・
機
嫌
が
悪
く
な
る

・
お
う
吐

・
け
い
れ
ん

・�

意
識
障
害
（
呼
ん
で
も
応
え
な

い
）
な
ど

赤
ち
ゃ
ん
が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ

た
ら
・
・
・

　

一
刻
も
早
く
、
赤
ち
ゃ
ん
を
病

院
へ
連
れ
て
行
き
、
す
ぐ
に
受
診

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

○ 

3
歳
か
ら
7
歳
6
か
月
未
満
の

子
ど
も

　

�

第
1
期
初
回
：
3
歳
か
ら
4
歳

で
受
け
る
の
が
望
ま
し
い
。
6

～
28
日
の
間
隔
で
2
回
接
種
。

　

�

第
1
期
追
加
：
1
期
2
回
終
了

後
お
お
む
ね
1
年
後
に
1
回
接

種
。

○ 

過
去
に
接
種
を
受
け
て
い
な
い

9
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
子
ど
も

　

第
1
期
と
し
て
3
回
の
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
～

2
回
し
か
受
け
て
い
な
い
子
ど
も

は
残
り
の
回
数
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を

�

揺
さ
ぶ
ら
な
い
で

　人から直接ではなく豚などの体内で増えたウ
イルスが蚊によって媒介され感染します。感染
した人の100人～1000人に1人が脳炎を発症し
ています。以前は子どもに発生していましたが、
予防接種の普及などで減少し、最近では予防接種
を受けていない高齢者を中心に発生しています。

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
続
け
た
ら
・・・

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
と
き
に
、

い
つ
で
も
う
ま
く
対
処
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
お
な
か
が
す
い

て
泣
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
疲
れ
す

ぎ
て
泣
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
暑

い
と
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
し
、
お
む
つ
を
替
え
て
欲
し
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
に
は
、

何
も
問
題
が
な
い
は
ず
な
の
に
泣

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
は
い
つ
か
必
ず
泣
き
や
み
ま

す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
自
制
心
を
失

い
か
け
て
い
る
と
き
は
、
ひ
と
呼

吸
お
い
て
心
を
落
ち
着
け
て
く
だ

さ
い
。
決
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
揺
さ

ぶ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

日本脳炎

　

日
本
脳
炎
の
第
１
期
の
予
防
接
種
の
対
象
は
３
歳
か
ら
７
歳
６
か
月
未

満
で
す
が
、
昨
年
度
﹁
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
﹂︵
厚
生
労

働
省
通
知
︶
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
平
成
17
年
の
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し

控
え
に
よ
り
、
第
１
期
に
お
け
る
３
回
の
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子

ど
も
に
対
す
る
接
種
の
機
会
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
期
の
接
種
を
終

了
し
て
い
な
い
第
２
期
対
象
年
齢
︵
９
歳
か
ら
13
歳
未
満
︶
の
子
ど
も
は
、

第
１
期
の
未
接
種
分
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
指
定
医
療
機
関

　

湖
南
市
指
定
医
療
機
関
（
保
健

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
市
外
の
医
療
機
関
で
も
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

■
持
ち
物

　

予
診
票
（
医
療
機
関
や
保
健
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）、
母
子
健

康
手
帳
、
健
康
保
険
証
な
ど
（
住

所
や
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
）

■
接
種
料　

無
料

※�

予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。

問�

健
康
政
策
課
〔
保
健
セ
ン
タ
ー
〕

 
72
◦
4
0
0
8

 

72
◦
1
4
8
1
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素敵な名前を

お待ちしています！

　食育推進計画を推進していくため、市の地
元野菜である下田なすをモデルにしたキャラ
クターを作成していますが、名前がありませ
ん。そこで、市民の皆さんから親しみのある
名前を募集します。

家庭で取り組んで欲しい５つの食育
①少なくとも週１回は家族そろって食事をしよう。
②早寝早起きをして、朝ご飯をしっかり食べよう。
③�食事バランスガイドなどを参考にし、主食・主
菜・副菜のそろった食事をしよう。
④�「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつを
しよう。
⑤�食育に関心を持ち、食に関する正しい情報を取り
入れよう。

6月は食育月間です
　市では食育推進計画を策定し、平成20年度
からその計画を基に食育を推進しています。
学校や地域、行政などはもちろん、家庭も食
育の基本として、家族や友人などと楽しく食
卓を囲む機会を通し、食に対する関心の向上、
望ましい食習慣を身につけるための重要な役
割を担っています。

市
税
の
納
め
忘
れ
は

�

あ
り
ま
せ
ん
か
？

平成22年度 平成23年度

医療分 50万円 51万円

後期高齢者支援金分 13万円 14万円

介護分 10万円 12万円

合　計 73万円 77万円

変わりました

　

税
務
課
か
ら
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、
必
ず
開

封
し
書
類
の
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
市

税
の
納
付
に
関
す
る
書
類
で
あ
れ
ば
、
至
急
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
額
が
大
き
く
一
度
に
納
付
で
き
な

い
場
合
は
、
納
税
計
画
を
立
て
て
分
割
納
付
す

る
な
ど
の
手
段
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

問
税
務
課
〔
東
庁
舎
〕　

71
◦
2
3
2
0

国民健康保険税の課税限度額が

■応募資格　市内在住の人
■ 応募方法　６月30日（木）までに保健センター、石
部保健センターに設置している応募箱に投函する
か、郵送またはFAXで下記項目をお送りください。

　①キャラクター名称
　②住所
　③氏名
　④電話番号
　⑤年齢（任意）

※�様式は問いませんが、ホームページからダウン
ロードすることもできます。
■�審査　保健センター内選考委員会により厳正なる
審査を行い名称採用者には粗品を進呈します。結
果は広報こなん９月号にてお知らせします。
■注意事項
・応募した名称に関する著作権およびそのほか一切
の知的財産権は湖南市に帰属します。
・個人情報は、選考結果のお知らせのみに使用しま
す。
問健康政策課〔保健センター〕
　（〒520-3223�湖南市夏見588）
　 72◦4008　 72◦1481

食育推進計画キャラクターの
名称を募集します
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　介護保険は40歳以上の人が納める保険料と国・
県・市の公費を財源として運営し、介護を必要とす
るときに介護サービス費用に充てることで本人とそ
の家族を支えています。
　今回は、社会福祉法人による生活困難者に対する
利用者負担の軽減制度と食費・居住費の負担限度額
認定についてお知らせします。
問高齢福祉介護課〔東庁舎〕
　 71◦2356　 72◦3788

介護サービス利用者の
� 負担を減らす制度を紹介します

みんなで支えあう介護保険

☆�認定証、確認証の有効期限は毎年
6月30日です。継続を希望する場
合は更新申請が必要です。

食費・居住費の負担限度額（1日当たり）

※�介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は、（　）内の金額となります。
※�課税年金収入額とは、老齢年金や退職年金など住民税の課税対象となる年金で、遺族年金、障害年金、老齢福祉年金などは含みません。

利　用　者　負　担　段　階
居　住　費　な　ど

食費ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型
個室 多床室

第１段階
本人および世帯全員が住民税非課税の老齢福祉年金
の受給者、生活保護の受給者 820円 490円 490円��������

（320円） 0円 300円

第２段階
本人および世帯全員が住民税非課税であって、合計
所得金額と課税年金収入の合計が80万円以下の人 820円 490円

　490円�
（420円）�� 320円 390円

第３段階
本人および世帯全員が住民税非課税であって、合計
所得金額と課税年金収入の合計が80万円超の人 1,640円 1,310円 1,310円

（820円） 320円 650円

　生活が困難な人がサービスを利用する際の負担を
軽減するため、介護サービスを提供する社会福祉法
人が費用を軽減する制度です。
■対象者　次の要件をすべて満たす人
・世帯全員が住民税（市県民税）非課税
・年金も含めたすべての年間収入の合計額が単身世
帯で150万円（世帯員が１人増えるごとに50万円
を加算した額）以下
・預貯金の額が単身世帯で350万円（世帯員が１人
増えるごとに100万円を加算した額）以下
・日常生活に使う資産以外に活用できる資産がない
・利用料を負担する能力がある親族などに扶養され
ていない
・介護保険料を滞納していない
■対象となる主なサービス
・特別養護老人ホームの介護費、食費、居住費
・ショートステイの介護費、食費、滞在費
・ホームヘルプの介護費
・デイサービスの介護費、食費
■軽減割合
　介護費分　25％軽減
　食費・居住費分　25％軽減
■利用方法
　印鑑、世帯員全員の収入と預貯金が確認できる書
類、健康保険証（本人）の写しを持って、高齢福祉
介護課で申請してください。対象者には確認証を交
付します。サービスを受けるときに確認証を提示し
てください。

　住民税非課税世帯の人や生活保護の受給者など低
所得の人が施設入所やショートステイを利用する際
の食費や居住費（滞在費）には、サービスの利用が
困難とならないように、収入に応じて限度額が設定
されています。
　限度額の適用には申請が必要です。印鑑を持って
高齢福祉介護課で申請してください。対象者には認
定証を交付します。サービスを受けるときに事業者
に提示してください。

食費・居住費には収入に応じて
� 負担限度額があります

社会福祉法人などによる
� 利用者負担軽減制度
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報告 湖南市コミュニティバス運行を考える市民会議

　「湖南市コミュニティバス運行を考える市民会議」
の平成22年度の協議内容をまとめたものが、３月14
日に市長に報告されました。その概要をお知らせし
ます。

平成22年度 対前年度比較

菩提寺線（甲西駅ルート）
16,260人 ▲3,296人
（729円） （7円）

菩提寺線（石部駅ルート）
14,067人 1,132人
（772円） （54円）

下田線（三雲駅ルート）
90,253人 ▲3,674人
（231円） （37円）

下田線（甲西駅ルート）
66,289人 ▲5,911人
（292円） （28円）

下田線（石部駅ルート）
3,799人 ▲367人

（1,196円） （240円）

ひばりヶ丘線
19,815人 ▲4,336人
（675円） （126円）

甲西南線（妙感寺ルート）
8,957人 ▲2,829人

（1,075円） （▲251円）

甲西南線（美松台ルート）
1,696人 ▲800人

（1,632円） （105円）

リハビリ病院線
512人 ▲451人

（1,785円） （▲765円）

石部循環線
80,981人 ▲�1644人
（216円） （▲98円）

医療センター線
7,322人 ▲�3090人
（914円） （▲111円）

雨山ルート（デマンド方式）
30人 23人

（18円） （▲695円）
合　　計 309,981人 ▲25,243人

※（　）内は乗客1人当たりの輸送費用
※三雲小学校・石部高校の通学便は除きます。

ワンコイン乗車券について
　８月に実施したワンコイン乗車券（100円）は、
新たな利用の掘り起こしをねらいとしたが、利用者
総数が2,085人と低調であった。必ずしも、運賃が安
ければ利用が増えるとは言えないとの意見が多数で
あった。

愛称の統一、デザインの公募について
　愛称は、本年４月１日から「めぐるくん」に統一
した（車両の法定点検などの機会に順次名称を塗り
かえる予定）。また、バス車体をラッピングする作
品については該当がなかった（応募総数26点）。応
募作品については、12月中バス車内に展示した。

小型バスについて
　小型バスの導入により、さらなる経費削減を図る
（４月１日から甲西南線・美松台ルートにて運行開
始）。

今後の検討課題
・国道一号バイパス開通など道路混雑状況の変化を
みながらルートの見直しを検討する。
・小型バスの導入実績を検証し、今後の導入につい
て検討する。
・コミュニティバス運行の意義として福祉目的の一
面があるものの、すべてのニーズを充足すること
は現実的ではないため、それらを補う役割分担を
今後検討する。

問安心安全課〔東庁舎〕　 71◦2311　 72◦2000

野焼きは犯罪です！
　家庭・事業所で出たごみを野外で焼却することは原則
禁止です。悪臭や煙による不快感だけでなく、健康に害
のある物質が発生する場合もあります。また、農業者が
行う麦わらの焼却や、どんど焼などの宗教行事、キャン
プファイヤーや焚き火などの軽微なものは例外的に認め
られてはいますが、これも住宅地の近くでは迷惑になり
ますので控えてください。
　安易に焼却せず、周囲の生活環境の保全に配慮してく
ださい。
問環境課〔東庁舎〕　 71◦2358　 72◦2201
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市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
学
校

図
書
館
の
機
能
を
活
用
し
た
県
下

に
誇
る
授
業
が
実
践
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
学
習
の
中
で
本
に
親
し

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
１
時
間
目
が
始
ま
る

前
の
時
間
を
利
用
し
て
自
分
の
好

き
な
本
を
読
む
「
朝
の
読
書
（
朝

読
）
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
「
朝
読
」
を
通
し
て
読
書
に
興

味
を
持
っ
た
り
好
き
な
本
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
22
年
前
に

始
ま
り
、
現
在
で
は
全
国
２
６
，

０
０
０
校
も
の
小
・
中
・
高
校
に

普
及
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お

よ
そ
９
６
０
万
人
も
の
児
童
生
徒

が
取
り
組
む
壮
大
な
運
動
に
発
展

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
「
子
ど
も
た

ち
は
家
庭
で
は
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、

携
帯
電
話
な
ど
に
夢
中
に
な
っ
て

お
り
、
本
を
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い

な
い
」、「
親
が
本
を
読
む
姿
を
子

ど
も
に
見
せ
て
い
な
い
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
、
こ
う
し
た
家
庭
の

情
景
が
親
子
の
関
係
を
希
薄
に
し

て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
族
の
会
話
を
増
や

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
４
年

前
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
運
動
が

「
家
読
の
ス
ス
メ
」
で
す
。

　

先
日
、
あ
る
お
母
さ
ん
か
ら
こ

ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
娘
の
国
語
の
教
科
書
に
載
っ

て
い
る
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
』
と
い
う
話
を
読
ん
だ

ら
自
分
が
励
ま
さ
れ
て
い
る
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
い
い

話
で
し
た
。
で
も
、
声
に
出
し
て

読
ん
で
み
た
ら
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
』
っ
て
心
か
ら

相
手
に
伝
え
る
言
い
方
も
あ
る
し
、

適
当
に
言
っ
て
し
ま
う
言
い
方
も

あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
私

は
ふ
だ
ん
娘
に
ど
ん
な
言
い
方
を

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、
改
め
て

子
ど
も
た
ち
へ
の
接
し
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」。

　

き
っ
と
娘
さ
ん
は
、
家
に
帰
っ

て
音
読
の
練
習
を
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
最
初
は
「
も
っ
と
す
ら

す
ら
読
ん
で
ご
ら
ん
」
な
ど
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
に
話
の
内
容

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
お
母
さ
ん

は
自
分
で
も
声
に
出
し
て
読
ん
で

み
た
の
で
し
ょ
う
。「
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
い
う
話

を
通
し
て
交
わ
さ
れ
た
会
話
が
目

に
浮
か
び
、
温
か
い
家
庭
の
様
子

が
伝
わ
っ
て
く
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
家
族
で
同
じ
本

を
読
む
こ
と
で
共
通
の
話
題
が
生

ま
れ
、
感
想
を
語
り
合
う
こ
と
で

会
話
が
弾
み
ま
す
。
本
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

家う
ち

読ど
く

の
ス
ス
メ

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

﹁
家
読
︵
う
ち
ど
く
︶
﹂
で
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
読
っ
て
何
？

家
読
っ
て

�

む
ず
か
し
い
？

無
理
な
く
家
読
を

�

進
め
る
に
は
？

　

や
り
方
は
簡
単
で
す
。
家
族
で

話
し
合
っ
て
、
ま
ず
は
次
の
３
つ

の
こ
と
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

①
「
家
読
の
日
」
を
決
め
よ
う

例
え
ば
・
・
・

・�

毎
日
10
分
間
は
読
む
よ
う
に
す

る
。

・
毎
週
○
曜
日
に
は
必
ず
読
む
。

・
家
読
週
間
を
つ
く
る
。

・�

だ
れ
か
の
誕
生
日
は
「
家
読
の

日
」
に
す
る
。

②�

「
わ
が
家
の
家
読
ス
タ
イ
ル
」

を
決
め
よ
う

例
え
ば
・
・
・

・
家
族
で
同
じ
本
を
読
む
。

・�

そ
れ
ぞ
れ
の
本
を
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
読
む
。

・�

大
人
が
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ

る
。

・�

子
ど
も
が
大
人
に
読
み
聞
か
せ

る
。

・�

読
ん
だ
本
の
好
き
な
場
面
を
音

読
し
合
う
。

・�

読
ん
だ
本
の
内
容
を
紹
介
し
た

り
感
想
を
述
べ
合
っ
た
り
す
る
。

③
「
何
を
読
む
か
」
を
決
め
よ
う

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
ふ
さ
わ
し
い

「
家
読
」
が
展
開
で
き
る
と
い
い

で
す
ね
。
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さ
あ
家
読
を

�

始
め
ま
し
ょ
う

学びたい!!
そんなあなたを
バックアップ

湖南市奨学資金給付制度

　市では、修学にかかる経済的負担を軽減し、地域
社会に貢献できる人材を育成することを目的として、
市奨学資金を給付しています。

■対象
　高等学校、高等専門学校、大学、専修学校および各種学校
のうち、市奨学資金給付条例施行規則に定める学校に在学す
る人
■受給資格
・平成23年７月15日現在、就学者またはその保護者が本市に
1年以上住所を有すること
・就学者が属する世帯の平成22年分所得（給与は給与所得控
除後の額）の合計が基準額以下であること
・向学心があり、修学が確実であること
・課題レポートなどの提出やボランティア・研修会に参加す
ること
・大学等奨学金については、滋賀県奨学資金、日本学生支援
機構奨学金またはこれらに準ずる奨学金のいずれかの貸与
を受けていること
■申請方法
　６月15日（水）から７月15日（金）まで（土・日曜日を除く）
に必要書類を問へ。
※申請用紙は生涯学習課、各まちづくりセンター、市民学習
交流センター、各会館、東庁舎１階総合案内に備え付けて
いるほか、市ホームページからもダウンロードできます。
■受給者決定方法
　湖南市奨学資金給付条例に基づき、審査会の選考を経て受
給者を決定します。結果は、各就学者あてに郵送で通知します。
◇ 世帯所得基準額や必要書類など詳しくは申請用紙をご覧く

ださい。
問生涯学習課〔西庁舎〕　 77◦6250　 77◦6253

６月27日（月）～７月３日（日）

　いじめ、体罰、不登校、虐待など子どもの人権に
かかわる問題について相談に応じます。

  0120◦007◦110

◎受付時間
平　日　午前８時30分～午後７時
土・日曜日　午前10時～午後５時

「子どもの人権110番」強化週間

例
え
ば
・
・
・

・�

子
ど
も
が
学
校
か
ら
借
り
た
本

を
読
む
。

・
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
を
読
む
。

・�

親
が
子
ど
も
の
こ
ろ
印
象
に

残
っ
た
本
を
す
す
め
る
。

　　

前
述
の
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
」
は
絵
本
で
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
絵
本
は
、
家
族
全
員

で
短
い
時
間
に
読
み
通
す
こ
と
が

で
き
、
本
に
よ
っ
て
は
中
高
生
が

目
を
輝
か
せ
て
読
む
も
の
も
あ

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
分
析
す
る
と
「
家
で
毎
日

読
書
を
す
る
児
童
生
徒
の
中
で
一

番
正
答
率
が
高
い
の
は
30
分
～
１

時
間
読
書
を
す
る
児
童
生
徒
で

あ
っ
た
」
そ
う
で
す
。
こ
の
結
果

は
、
湖
南
市
の
児
童
生
徒
に
も
当

て
は
ま
り
ま
す
。

　

読
書
は
、
結
果
が
目
に
見
え
て

表
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
つ
こ
つ
積
み
上
げ
る
成
果
と
そ

の
こ
と
の
大
切
さ
を
表
し
て
い
ま

す
。
家
で
の
読
書
は
、
子
ど
も
た

ち
の
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
も
、
無
理
は
禁
物
。
無
理
の

な
い
わ
が
家
の
ス
タ
イ
ル
を
見
つ

け
て
、
と
に
か
く
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

テ
レ
ビ
を
消
し
、
ゲ
ー
ム
の
ス

イ
ッ
チ
や
携
帯
電
話
の
電
源
も
オ

フ
に
し
て
、
静
か
で
す
て
き
な
読

書
の
時
間
を
家
族
全
員
で
共
有
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
家
庭
の

中
に
流
れ
る
豊
か
な
時
間
と
温
か

い
絆
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

り
ま
す
。
ま
た
、
感
動
的
な
内
容

の
作
品
が
多
い
の
で
、
家
読
の
ス

タ
ー
ト
に
お
す
す
め
し
ま
す
。
読

み
聞
か
せ
に
も
最
適
で
す
。
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突
然
見
知
ら
ぬ
業
者
Ａ
社
か
ら
電
話
が

あ
り
、﹁
あ
な
た
に
は
Ｙ
社
の
土
地
を
買

う
権
利
が
あ
る
。
購
入
希
望
の
人
が
い
る

が
権
利
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
代
わ
り
に

買
っ
て
も
ら
え
な
い
か
、
高
値
で
買
い
取

り
た
い
﹂
と
言
わ
れ
た
。
後
日
届
い
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
水
源
地
の
譲
渡
担
保

付
購
入
申
込
み
と
あ
り
、
年
６
～
８
％
の

配
当
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
た
。
銀
行
金

利
よ
り
得
だ
と
説
明
を
受
け
て
い
た
の
で
、

Ｙ
社
に
70
万
円
振
り
込
む
と
、
Ｇ
社
の
社

員
券
が
Ｙ
社
か
ら
送
付
さ
れ
た
。
息
子
に

詐
欺
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
が
・
・
・

（
70
歳
代　

男
性
）

　

昨
秋
か
ら
急
増
し
て
い
る
新
手
の
投
資

取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
市
内
で
も
被
害
者

が
出
て
い
ま
す
。
当
該
グ
ル
ー
プ
は
社
名

を
変
え
な
が
ら
詐
欺
的
な
行
為
を
繰
り
返

し
て
お
り
、
最
近
、
行
政
処
分
を
受
け
た

会
社
も
あ
り
ま
す
。
登
場
人
物
が
何
人
も

出
て
く
る
劇
場
型
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の

勧
誘
で
、
被
害
者
は
仕
組
み
が
よ
く
理
解

で
き
な
い
ま
ま
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
い

ま
し
た
。
送
付
さ
れ
た
申
込
書
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
説
明
で
は
取
引
内
容
が
確

認
で
き
ず
、
対
象
の
水
源
地
の
価
値
に
つ

い
て
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、「
譲
渡
担
保
権
」、「
社
員
券
」
な
ど
の

内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

何
を
契
約
す
る
の
か
、
何
に
対
し
て
お

金
を
支
払
う
の
か
内
容
が
理
解
で
き
な
け

れ
ば
契
約
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
高

値
で
買
い
取
る
」
と
い
う
勧
誘
は
未
公
開

株
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
金
融
ト
ラ

ブ
ル
で
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
買
取
り

が
実
行
さ
れ
た
と
い
う
報
告
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
つ
こ
い
勧
誘
を
受
け
て
も
「
高
値

で
買
い
取
る
」
と
い
っ
た
う
ま
い
話
は
信

じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
少
し
で
も
不
審
に

思
っ
た
場
合
に
は
、
取
引
を
見
合
わ
せ
る

こ
と
も
含
め
て
、
慎
重
に
対
応
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

被
害
者
は
独
居
の
淋
し
さ
か
ら
勧
誘
電

話
の
相
手
を
す
る
の
を
日
ご
ろ
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
て
、
突
然
の
投
資
話
に
も
不

審
感
は
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

気
づ
い
た
家
族
は
し
き
り
に
反
省
し
て
い

ま
し
た
。
家
族
や
周
囲
の
人
の
見
守
り
が

と
て
も
大
切
で
す
。

「
高
値
で
買
い
取
る
」
が
実
行

�

さ
れ
た
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

消費者
悩みの相談室

問�

総
務
課
消
費
生
活
相
談
窓
口
︹
東
庁
舎
︺

　

71

◦

２
３
６
０

　

72

◦

３
３
９
０

■
情
報
公
開
制
度

○
請
求
件
数	

25
件

（
内
訳
）

　

・
市
長
部
局	

16
件

　

・
教
育
委
員
会	

７
件

　

・
出
納
局	

１
件

　

・
議
会
事
務
局	

１
件

○
公
開
な
ど
の
状
況

　

・
全
部
公
開	

９
件

　

・
部
分
公
開	

11
件

　

・
却
下
（
不
存
在
）	

９
件

※�

一
つ
の
請
求
に
お
い
て
複
数
の
公
文
書

が
該
当
す
る
た
め
、
請
求
件
数
と
は
一

致
し
ま
せ
ん
。

○
非
公
開
・
部
分
公
開
理
由
状
況

　

・
個
人
情
報	

６
件

　

・
法
人
情
報	
９
件

　

・
市
・
国
間
情
報	
１
件

※�

複
数
の
非
公
開
事
由
が
あ
る
た
め
、
部

分
公
開
決
定
件
数
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
の
開
示
の
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

平
成
22
年
度
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

　

市
で
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
運
営
を
め
ざ
し
、
市
政
へ
の
市
民
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
情
報
公
開
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
と
、
個
人
情
報
の
開

示
請
求
の
手
続
き
な
ど
を
定
め
た
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
な
る
公
平
性
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も

に
、
よ
り
市
民
に
身
近
な
市
政
の
構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
の

運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

問 

総
務
課
︹
東
庁
舎
︺

　

71

◦

２
３
５
７

　

72

◦

３
３
９
０
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初代こにゃん市長決定
インターネット投票でこにゃん市長決まる
　インターネット上の仮想都市「こにゃん市」の市長選挙が行われ、初代こ
にゃん市長に「ぎん」、副市長に「にゃんちゅう」が選ばれました。これは市
の観光振興と動物愛護思想の普及を図ることを目的に湖南市観光物産協会が
企画したもので、市内の飼い猫 17匹が立候補。どの候補もマニフェストなら
ぬ「ニャニフェスト」を掲げ、市の観光振興への熱い思いを訴えました。
　４月 24日から 26 日の投票期間に全国から 2038 票の投票があり、即時開
票の結果、園田敦史さん（岩根東）の「ぎん」が 456 票を集め市長に、次い
で佐治侑さん（平松）の「にゃんちゅう」が 410 票で副市長に選ばれました。
　ぎん市長の飼い主である園田さんは「いろいろな縁があって 2年ほど前に
わが家にぎんがやってきました。昔から猫が家にいるという風景が当たり前
だったので、新聞で選挙のことを知った時点で、猫ならぬ人間が思わず食い
ついてしまい迷わず応募しました。皆さんのご支持をいただき晴れて市長に
当選させていただいたのですが、結果がテレビや新聞で大きく報道され、い
ろんな人に声をかけられたことで市長になったことを改めて実感しました。
今後はできる範囲で何でもやって湖南市を有名にするお手伝いができればと
思っています」と感想を述べました。
　また、にゃんちゅう副市長の飼い主である佐治さんは「姉がラジオで選挙
のことを聞いてきて、キャラ的にうちのにゃんちゅうなら ･･･ と思って応募
しました。6年前に近所の人が拾ってきた5匹のうちの1匹を譲り受けたにゃ
んちゅうは、すでに母親となって毎日を過ごしています。副市長となったか
らには湖南市を活性化させるために一
役買えたらと思います。でも・・・次
回は市長の座を狙います」と笑顔で語
りました。
　1年の任期の間にさまざまな活動で
「こにゃん市」と湖南市を有名にまた
住みやすいまちにしていただけるよう
期待しましょう。

▲

バンザイをしている（させら
れている？）市長と副市長

▲多くのマスコミが詰め掛けるな
か、観光物産協会の平松会長から
当選証書が手渡されました。

初代市長

ぎん

初代副市長にゃんちゅう

湖 南 市 を
チョー有名に
するニャよ
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愛 ド ル大募集　どしどしご応募ください。愛 ド ル大募集　どしどしご応募ください。

妹思いのお姉ちゃん。
香子もお姉ちゃんが大好き。
そんな２人のことがパパとママは大好きです。
いつまでも仲良しな姉妹でいてね！

征宣さん・由香梨さん（三雲）

　保育園や幼稚園での子ども
たちのとっておきの会話を紹
介するコーナー。

　保育園の畑でスナップえんどう豆を収穫している
とき
Ａちゃん「これは小さい赤ちゃんやね」
Bちゃん「まだ、取ったらあかんな～」
という友だちの会話を聞いたＣちゃん
「え～っどうしよう」って顔になり、小さなえんどう
豆をつるに戻そうと一生懸命。
そんなかわいい姿に、思わずにっこり。

大久保　梨
り こ

子 ちゃん ３歳・香
か こ

子 ちゃん 0歳

4 歳児

被
災
地
の
復
興
に
ア
タ
ッ
ク
！

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

5
月
15
日
、
総
合
体
育
館
で
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
25
チ
ー
ム

が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
地
震
に
よ
り
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
た

東
日
本
地
域
を
支
援
し
よ
う
と
湖
南
市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
企
画
し
交
流
の
あ
る
市

外
の
チ
ー
ム
を
招
待
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
岐
阜
や
福
井
、
奈
良
と

い
っ
た
県
外
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
集
い
ま

し
た
。

　今月は石部保育園です。

　

大
会
実
行
委
員
長
の
園
田
義
満
さ
ん
は

「
同
じ
日
本
に
住
む
者
と
し
て
何
か
で
き
な

い
か
、
西
日
本
に
住
む
私
た
ち
が
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
復
興
に
協
力
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
開
催
し
ま
し
た
。
準
備
期
間
が
短

く
て
バ
タ
バ
タ
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
多
く

の
寄
付
を
い
た
だ
き
目
標
よ
り
も
多
く
の
義

援
金
を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
人
の

力
は
小
さ
く
て
も
集
ま
っ
た
ら
大
き
く
な
る

と
い
う
こ
と
を
身
に
し
み
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
集
ま
っ
た
義
援
金
２
５
３
，

５
１
２
円
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

て
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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　５月１日、日枝神社（下田）で伝統
のお田植え踊りが行われました。午前
中までの雨が昼前に上がり、濡れた新
緑がまばゆい境内に、色鮮やかな衣装
を身にまとった早乙女たちが登場する
と、観客からは大きな拍手が起こりま
した。謡が始まると早乙女たちは軽や
かな踊りで、観客の目を楽しませてい
ました。

地域の歴史と文化を
知り新しい「まちづ
くり」を

No.36

　今回は、地元の歴史や文化を学び、現在眠っている地域
資源の掘り起こしに力を注ぐ「いしべ夢まちづくり委員会
（現：夢づくりいしべ）」を発足させた妹背醇さんを紹介します。
　甲賀健康医療専門学校の非常勤講師を勤めながら、社会教
育委員や地域では民生委員として活躍している妹背さんは、
地域の魅力を高め豊かで活力あふれた住み良い地域にしたい
という思いから、平成16年に「いしべ夢まちづくり委員会」
を立ち上げました。
　当初は、甲賀広域レール＆ウォークなどを実施して東海道
宿場町や仏教文化を学ぶイベントや、「みそ田楽」、「芋つぶし」
といった古くからの食文化を伝承する企画で地域の皆さんと
一緒に活動を展開してきました。
　その後、平成22年に「夢づくりいしべ」と名称を変え、最
近では、竹筒と花で旧東海道沿いの家々の玄関を飾りまち興
しをする「竹筒で花を飾ろう」運動を展開しています。この
運動は「竹は無尽蔵にある資源のひとつ。これの利用方法は
ないだろうか」とメンバーと話しあって始まったそうです。
　また、石部小学校の学校応援団とも協力し、子どもたちと
の遠足で地元の歴史や文化の語り部も務める妹背さん。「東
海道石部宿歴史民俗資料館は、建物の中に資料が展示して
あって実際の動きがない。見に行かないと知ることもできな
い。しかし、私たちは自分たちが動くことによって知ることも、
いろいろな人に知らせることもできる。そして、石部だけで
なく湖南市には歴史と文化があり、この地域にはまだまだ資

源が眠っている。
それらを掘り起
こして今後の活
動を展開してい
きたい」と笑顔
で語っていまし
た。

妹背　醇さん

伝統のお田植え踊り、今年も

夏はもうすぐ！
菩提寺小学校でプール掃除

　５月19日、菩提寺小学校で６年生に
よるプール開き前の掃除が行われまし
た。夏を感じさせる日差しのもと、子
どもたちは歓声をあげながらプールを
ぴかぴかに磨き上げていきました。

　東日本大震災の被災地から湖
南市へ避難している人をご存知
でしたら、市役所へご連絡くだ
さい。

問危機管理統括室〔東庁舎〕
　 71◦2303　 72◦1467

▲竹筒作りをするメンバーの皆さん

情報提供の
お願い
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石
部
中
学
校
施
設
開
放

人

権

シ

リ

ー

ズ

　

日
本
の
女
性
の
労
働
力
率
は
、

結
婚
・
出
産
に
よ
り
一
時
低
下
し
、

子
育
て
後
上
昇
す
る
Ｍ
字
型
を
描

い
て
い
ま
す
。
現
在
仕
事
を
し
て

い
な
い
30
歳
代
女
性
の
就
労
希
望

も
高
く
、
働
き
続
け
た
い
、
再
び

仕
事
を
し
た
い
と
願
う
女
性
は
ま

す
ま
す
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
家
事
・
育
児
な
ど
の
家
庭

責
任
の
多
く
を
女
性
が
担
っ
て
お

り
、
働
く
女
性
が
「
仕
事
も
家
庭

も
」と
い
う
二
重
の
負
担
を
背
負
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

平
成
21
年
度
に
県
が
実
施
し
た

県
民
意
識
調
査
の
中
で
女
性
が
職

業
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
45
％
の
人
が
「
子
ど
も

が
で
き
た
ら
仕
事
を
や
め
、
大
き

く
な
っ
た
ら
再
び
仕
事
を
も
つ
方

が
よ
い
」
と
回
答
し
て
い
る
の
に

対
し
、
平
成
19
年
度
に
国
が
実
施

し
た
全
国
調
査
で
は
31
％
と
な
っ

て
お
り
、
本
県
は
全
国
に
比
べ
就

業
継
続
型
が
少
な
く
、
再
就
職
型

が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、

女
性
労
働
力
へ
の
期
待
や
女
性
自

身
の
就
業
意
識
が
高
ま
り
、
働
く

女
性
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
と
り
ま
く
環
境
に
は
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行

か
ら
約
25
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

中
小
零
細
企
業
・
事
業
所
で
の
周

知
徹
底
は
不
十
分
で
す
。
ま
た
、

依
然
と
し
て
産
・
育
休
後
の
職
場

復
帰
は
難
し
く
、
再
就
職
も
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
や
自
営
業
も
含
め
た
女
性

を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
感
・
共

存
で
き
る
労
働
環
境
づ
く
り
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き

方
が
選
択
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

就
労
の
場
で
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進

６月23日
～29日

男女共同
参画週間

硬式テニス教室
　テニスしたい人集まれ～！
■日時　６月10日・17日・24日、７月１日・８日
　（すべて金曜日）〔全５回〕
　午後７時～９時
■場所　サンビレッジ甲西
■定員　16人
■受講料　2,500円（スポーツ保険料含む）
■講師　別宮敏朗さん・原山寛さん
■申込方法　受講料を問へ。
※ジュニアはラケットを持参ください。
問サンビレッジ甲西　 72◦1212

■ 日時　６月17日・24日、７月１日・15日・29日
（すべて金曜日）〔全５回〕
　午後７時～８時30分
■定員　20人
■受講料　2,500円（スポーツ保険料含む）
■講師　竹内キヌさん
■申込方法　受講料を問へ。
問総合体育館　 72◦4990

ヨガ教室

ス
ポ
ー
ツ
結
果

第
７
回
湖
南
市
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

●�

5
月
14
日
野
洲
川
親
水
公

園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

�＜

優　

勝＞

イ
ワ
タ
ニ
ラ

ン
ド
B

　
＜

準
優
勝＞

緑
ヶ
丘

　
＜

第
３
位＞

正
福
寺
A

体
指
と
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

■
日
時　

6
月
17
日（
金
）

　

午
後
7
時
～
9
時

■�

場
所　

石
部
中
学
校
体
育

館
問�

生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

 

77
◦
7
0
4
5

 

77
◦
6
2
5
3

湖
南
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

　

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
楽

し
め
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
汗
を

流
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
19
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜

■
会
場　

ボ
ウ
ル
滋
賀

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
人
、
市
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会
会
員

■
参
加
料　

一
人
1
5
0
0
円

■
競
技
方
法　

３
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
ピ
ン
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
制

■
申
込
方
法　

申
込
用
紙
を

問
へ
。

※
申
込
用
紙
は
ボ
ウ
ル
滋
賀

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問�

ボ
ウ
ル
滋
賀

 

72
◦
1
2
1
1

 

72
◦
1
2
1
0

　

石
部
中
学
校
の
施
設
（
体

育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
が
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
希
望
す
る

団
体
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

問�

生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

 

77
◦
7
0
4
5

 

77
◦
6
2
5
3

ス
ポ
ー
ツ
今
月
の
予
定
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口座振替日・納期限
 ６月30日（木）

18日（土）午前8時30分〜午後5時15分

●市県民税（第１期）
●介護保険料
●保育料
●住宅使用料

●水道料金
●下水道使用料

今月の納税など

今月の休日納税相談日

税務課〔東庁舎〕 71◦ 2320　 72 ◦ 2460
※毎週火・木曜日は、午後７時まで納税相談を行っています

問　環境課〔東庁舎〕 71◦2358　 72◦2201

◎譲ります
●鳥かご（大型）

◎譲ってください
●工業用ミシン　●リカちゃん人形・小物
●子ども用スキーセット一式　●子ども用自転車（14インチ）
●女性用ショートスキー板
●三雲幼稚園体操服（100～110cm)
●ワープロ（シャープ書院）
●ろ過器（90cm程度水槽用）
●洗濯機　●冷蔵庫
※�交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人の間で直接行っ
ていただきます。その際、連絡先の電話番号を相手方にお伝
えすることになりますのでご了承ください。

今月の休日開所日

19日（日） 午前９時～午後４時まで受付

今月の「粗大ごみ」戸別収集日

申込期限 収集日

３日（金）午前中 ７日（火）

17日（金）午前中 21日（火）

24日（金）午前中 28日（火）

７月１日（金）午前中 ７月５日（火）

交換銀行

　「粗大ごみ」を直接搬入できない人は、戸別収集をお申し
込みください。

※�「粗大ごみ」戸別収集の申し込みは、期限までの平日（執
務時間内）に電話かＦＡＸでリサイクルプラザへ。

75●3933　 75●3904
湖南市リサイクルプラザ

市
職
員
募
集

■
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

〔
平
成
23
年
10
月
採
用
〕

○
保
健
師　

１
人

〔
平
成
24
年
４
月
採
用
〕

○
一
般
行
政
職

　

・
初
級
試
験　

２
人

　

・
上
級
試
験　

５
人

○
技
術
職
（
建
築
）　

１
人

■
応
募
資
格

○
保
健
師

　

�

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
保
健

師
免
許
を
有
す
る
人

○
一
般
行
政
職

・
初
級
試
験

　

�

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
上
級
試
験

　

�

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
技
術
職
（
建
築
）

　

�

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有

す
る
人

■
第
１
次
試
験

○
日
時　

７
月
24
日（
日
）

　

午
前
10
時
～

○
場
所　

共
同
福
祉
施
設

■
第
２
次
試
験

　

８
月
下
旬
予
定
（
日
時
や
場
所

な
ど
は
第
１
次
試
験
合
格
者
へ
通

知
し
ま
す
）

■
受
験
申
込
書

　

総
務
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵
送
を
希
望

す
る
人
は
、
表
に
「
職
員
採
用
試

験
申
込
書
請
求
」
と
試
験
区
分
を

朱
書
き
し
た
封
筒
で
、
返
信
用

封
筒
（
サ
イ
ズ
は
33
㎝
×
24
㎝
。

1
4
0
円
切
手
を
貼
り
、
あ
て
先

を
明
記
し
た
も
の
）
を
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■�

申
込
締
切　

６
月
17
日（
金
）

午
後
5
時
15
分

※
郵
送
は
当
日
消
印
有
効

問
総
務
課
〔
東
庁
舎
〕（�

〒
５
２
０

　
－

３
２
８
８
住
所
記
載
不
要
）

　

71
●
2
3
1
2

　

72
●
3
3
9
0

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い

６
月
議
会
定
例
会
の
会
期
は
６

月
21
日（
火
）ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
期
中
は
休
会
の
日
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議
会

事
務
局
へ
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問�

議
会
事
務
局
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
4
7

　

72
●
2
4
9
5

　リサイクルプラザは、燃えないごみ、粗大ごみを処理する
施設です。
　「粗大ごみ」などの受付は、平日の午前９時～午後４時です。
　この時間帯に搬入できない人は、今月の「休日開所日」を
利用してください。
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子
ど
も
手
当
現
況
届
に
関

す
る
お
知
ら
せ

子
ど
も
手
当
受
給
者
の
状
況
を

確
認
す
る
た
め
毎
年
６
月
に
現
況

届
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
度
に
限
り
提
出
は
不

要
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
現
行
の
子
ど
も
手
当

は
9
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
制
度
が
変
わ
る
と
届

出
・
申
請
な
ど
が
必
要
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問�

子
育
て
支
援
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
2
8

　

72
●
3
7
8
8

地
デ
ジ
簡
易
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
ま
す

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
7

月
24
日（
日
）に
完
全
に
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し

ま
す
。
デ
ジ
サ
ポ
滋
賀
は
、
テ
レ

ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が

な
い
よ
う
に
、
地
デ
ジ
簡
易
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

簡
易
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
揃
え
て
い
ま
す
。
地
デ
ジ
の

準
備
が
ま
だ
の
人
や
、
地
デ
ジ
に

関
し
て
困
っ
て
い
る
人
は
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

日
時　

6
月
27
日（
月
）～
8
月

26
日（
金
）の
平
日
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
15
分

■
場
所　

東
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル

問�

デ
ジ
サ
ポ
滋
賀

　

0
7
7
●
5
0
3
●
0
1
0
1

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴

の
た
め
の
低
所
得
世
帯
へ

の
支
援
に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償

給
付
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■�

対
象　

生
活
保
護
世
帯
な
ど
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
の
世
帯
、
も
し
く
は
市
民
税

が
非
課
税
の
世
帯

※�

支
援
の
内
容
、
申
込
み
方
法
な

ど
は
、
対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

問�

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

・�

放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

へ
の
支
援

　

0
5
7
0
●
0
3
3
8
4
0

　

・�

市
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支

援

　

0
5
7
0
●
0
2
3
7
2
4

市
公
共
施
設
の
指
定
管
理

者
を
公
募
し
ま
す

施
設
の
内
容
や
応
募
資
格
な
ど

詳
し
く
は
募
集
要
項
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

募
集
施
設　

じ
ゅ
ら
く
の
里
利

用
体
験
施
設
（
も
り
の
駅
、
木

工
の
館
、
土
の
館
）

■�

指
定
期
間　

10
月
１
日
～
平
成

25
年
３
月
31
日

■�

応
募
資
格　

法
人
な
ど
の
団
体

で
あ
る
こ
と
（
詳
し
く
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
応
募
受
付
期
間　

６
月
15
日

（
水
）～
30
日（
木
）

※
要
項
は
6
月
13
日（
月
）〜
24
日

（
金
）ま
で
農
林
振
興
課
に
備
え

付
け
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問�

農
林
振
興
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
3
0

　

72
●
7
9
6
4

笹
ヶ
谷
霊
園
の
区
画
使
用

者
を
募
集
し
ま
す

■
場
所　

岩
根
１
３
６
番
地

■
募
集
区
画　

５
区
画

■
区
画
面
積　

４
㎡
（
４
区
画
）

　
　
　
　
　
　

６
㎡
（
１
区
画
）

■�

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①�

市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有

す
る
人

②
世
帯
主
ま
た
は
戸
籍
筆
頭
者

③�

現
在
、
笹
ヶ
谷
霊
園
の
使
用
許

可
を
受
け
て
い
な
い
人

■�

応
募
方
法　

6
月
20
日（
月
）～

7
月
8
日（
金
）の
間
に
「
笹
ヶ

谷
霊
園
使
用
応
募
用
紙
」
と
住

民
票（
全
部
事
項
記
載
）
を
問

へ
。

※�

応
募
者
の
住
所
が
市
内
に
あ

り
、
か
つ
世
帯
主
の
場
合
は
、

住
民
票
は
不
要
で
す
。

※�

応
募
用
紙
は
、
環
境
課
と
笹
ヶ

谷
霊
園
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
使
用
料
な
ど

○
区
画
面
積
４
㎡
の
場
合

・
永
代
使
用
料　
　
　
　

40
万
円

・
永
代
管
理
料　
　
　
　

６
万
円

○
区
画
面
積
６
㎡
の
場
合

・
永
代
使
用
料　
　
　
　

60
万
円

・
永
代
管
理
料　
　
　
　

９
万
円

■
注
意
事
項

・�

当
霊
園
の
使
用
は
、
使
用
権
の

許
可
で
あ
り
、
区
画
の
販
売
で

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

応
募
は
、
一
人
１
区
画
で
す
。

平
日
の
執
務
時
間
中
（
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
に

直
接
問
へ
お
越
し
下
さ
い
。

・�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

・�

詳
し
く
は
、
募
集
期
間
締
切
後

に
応
募
者
へ
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・�

使
用
者
は
、
別
途
、
許
可
申
請

手
続
き
と
使
用
料
な
ど
の
納
付

が
必
要
で
す
。

問
環
境
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
２
３
２
６

　

笹
ヶ
谷
霊
園
管
理
事
務
所

　

75
●
０
４
１
９
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有
料
広
告
欄

青
少
年
夏
休
み
コ
ン
サ
ー

ト
vol.
７
出
演
者
募
集

■
日
時　

８
月
28
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演

■
場
所　

石
部
文
化
ホ
ー
ル

■�

対
象　

小
学
１
年
生
か
ら
25
歳

ま
で
で
、
声
楽
や
楽
器
に
携

わ
っ
て
い
る
人

■
持
ち
時
間　

１
組
10
分
以
内

※�

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ン
ド
（
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
は
除
く
）
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

※�

ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■�

応
募
方
法　

6
月
21
日（
火
）ま

で
に
申
込
用
紙
を
石
部
・
甲
西

ど
ち
ら
か
の
文
化
ホ
ー
ル
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
両
文
化
ホ
ー
ル
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

問�

（
財
）
湖
南
市
文
化
体
育
振
興

事
業
団
〔
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
〕

（
月
曜
休
館
）

　

72
●
2
1
3
3

　

72
●
7
3
0
5

障
が
い
児
ホ
リ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
児
童
生
徒
、協
力
ス
タ
ッ

フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

夏
休
み
期
間
中
、
障
が
い
が
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
地
域

交
流
を
通
し
自
立
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
ホ
リ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
プ
ー
ル
や
お
出

か
け
、
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
行
事

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

参
加
を
希
望
す
る
児
童
生
徒
と

事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
1
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ス
タ
ッ
フ
に
は
参
加
日
数
分
の

謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

問�

社
会
福
祉
協
議
会

　

72
●
4
1
0
2

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

72
●
1
5
2
3

講
座
を
企
画
運
営
し
ま
せ
ん
か
！

市
民
生
涯
学
習
講
座
事
業
の
企
画

団
体
募
集

市
民
に
学
習
活
動
の
機
会
を
提

供
し
、
生
涯
学
習
へ
の
関
心
や
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
生
涯
学
習
講
座
を
企
画
・
運

営
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

企
画
す
る
講
座

◎�

講
座
内
容　

生
涯
学
習
に
関
す

る
も
の

◎�

講
座
開
催
時
期　

平
成
24
年
3

月
ま
で

◎�

講
座
の
実
施
場
所　

原
則
と
し

て
市
内

◎�

受
講
対
象　

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人

■�

応
募
資
格　

市
内
を
拠
点
と
す

る
生
涯
学
習
の
活
動
団
体
で
、

3
人
以
上（
う
ち
１
／
２
以
上

が
、
市
内
在
住
・
在
勤
者
）
で

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

■
委
託
内
容

　

�

講
座
の
企
画
お
よ
び
実
施
・
運

営
①
講
座
の
企
画

②
講
師
の
依
頼
・
調
整

③
施
設
借
用
調
整

④�

講
座
に
関
わ
る
広
報
活
動
・
募

集
⑤�

講
座
資
料
の
作
成
、
講
座
当
日

の
会
場
設
営
・
受
付　

ほ
か

■�

開
催
経
費　

講
師
謝
礼
、
施
設

使
用
料
、
資
料
代
な
ど
の
経
費

の
う
ち
、
市
が
認
め
る
も
の
に

つ
い
て
12
万
円
を
上
限
に
委
託

金
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

※�

採
用
数
に
よ
り
上
限
額
は
変
わ

り
ま
す
。

■�

応
募
方
法　

6
月
20
日（
月
）

ま
で
に
所
定
の
企
画
提
案
書
を

問
へ
（
郵
送
可
。
必
着
）。

※�

企
画
提
案
書
、
募
集
要
項
は
生
涯

学
習
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■�

選
定
方
法　

書
類
審
査（
企
画

提
案
書
）
に
よ
り
決
定
し
、
結

果
を
す
べ
て
の
応
募
団
体
に
７

月
中
旬
に
書
面
で
通
知
し
ま

す
。

問
生
涯
学
習
課〔
西
庁
舎
〕（
〒
５

　

２
０

−３
１
９
５
住
所
記
載
不
要
）

　

77
●
6
2
5
0　

　

77
●
6
2
5
3

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
を
今
年
度
に
策
定
す
る
た

め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

無
作
為
抽
出
で
選
ば
れ
た
市
民

２
０
０
０
人
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に

届
い
た
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問�

企
画
・
ま
ち
づ
く
り
課
〔
東
庁

舎
〕

　

71
●
２
３
１
５　

　

72
●
２
０
０
０
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市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

75◦8190　 75◦8192

石部南まちづくりセンター
・ 77◦2535

湖
南
市
文
化
ホ
ー
ル
友
の

会
会
員
募
集

文
化
ホ
ー
ル
で
は
友
の
会
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
な

る
と
次
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

特
典
１

甲
西
・
石
部
両
文
化
ホ
ー
ル
主

催
事
業
の
チ
ケ
ッ
ト
を
10
％
割

引
で
購
入
で
き
ま
す（
本
人
分
の

み
）。

特
典
２

チ
ケ
ッ
ト
を
一
般
発
売
よ
り
早

く
購
入
で
き
ま
す（
一
人
2
枚
ま

で
）。

特
典
３

舞
台
鑑
賞
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
参
加
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
）。

午
前
8
時
～
午
後
6
時
30
分

※
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
三
雲
学
童
保
育
所

7
月
20
日（
水
）～
8
月
31
日

（
水
）

午
前
８
時
～
午
後
6
時
30
分
の

間
で
５
～
８
時
間
程
度

○
下
田
学
童
保
育
所

7
月
21
日（
木
）～
8
月
31
日

（
水
）

午
前
8
時
～
午
後
6
時
の
間
で

6
時
間
程
度

○
岩
根
学
童
保
育
所

7
月
20
日（
水
）～
8
月
31
日

（
水
）

午
前
8
時
～
午
後
6
時
の
間
で

5
～
8
時
間
程
度

〇
菩
提
寺
北
学
童
保
育
所

７
月
21
日（
木
）～
8
月
31
日

（
水
）

午
前
9
時
～
午
後
6
時
の
う
ち

4
時
間
以
上

※�

時
給
な
ど
詳
し
く
は
各
学
童
保

育
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問�

石
部
学
童
保
育
所
あ
ゆ
っ
こ

　

・

77
●
5
4
3
0

　

三
雲
学
童
保
育
所
ど
ろ
ん
こ

　

・

60
●
4
5
8
1

　

�

下
田
学
童
保
育
所
お
お
ぞ
ら
ク

ラ
ブ

　

・

60
●
4
5
8
0

　

�

岩
根
学
童
保
育
所
は
ね
っ
こ
ク

ラ
ブ

　

・

72
●
9
0
3
4

　

�

菩
提
寺
北
学
童
保
育
所
わ
ん
ぱ

く
ク
ラ
ブ

　

・

74
●
3
2
1
9

サンヒルズぱそこん塾
　パソコンの基礎から実践応用まで自分
のペースで学べます。はじめてパソコン
を始める人もどうぞ。
■日時　毎週土曜日　
　午前10時～正午　午後７時～９時
■受講料　１時間500円
■講師　NPO法人湖南ネットしが
※�初めての人は事前に申し込んでくださ
い。

災害時に役立つケイタイ講座
　「いざというとき」に役立つ携帯電話
の活用方法やメールの送り方を学びます。
■日時　６月11日（土）
　午後１時30分～３時
■受講料　500円（全額義援金とします）
■定員　８人（先着順）　
※�通話料の発生する操作に関しては、操
作方法をご覧になるだけでも可能。

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
� 基礎からシステムの相談までボラン
ティアメンバーが指導します。
■日時　毎週月曜日（祝日を除く）
� 午前９時30分～11時30分
※事前に相談内容をおしらせください。

■�

申
込
方
法　

6
月
30
日（
木
）ま

で
に
年
会
費（
1
0
0
0
円
）

を
問
へ
。

問�（
財
）
湖
南
市
文
化
体
育
振
興

事
業
団〔
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
〕

（
月
曜
休
館
）

　

72
●
2
1
3
3

　

72
●
7
3
0
5

学
童
保
育
所
夏
休
み
指
導

員
募
集

夏
休
み
中
の
小
学
生
を
保
育
す

る
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。
年

齢
・
資
格
・
経
験
は
問
い
ま
せ

ん
。
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
夏
休

み
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
期
間

○
石
部
学
童
保
育
所

7
月
20
日（
水
）～
8
月
31
日

（
水
）

自助具福祉用具展示会
　自助具・福祉用具に直接触れて感じて
みませんか。市販品を個々の要望にでき
るだけ添うように改良し、提供していま
す。
■日時　６月４日（土）・５日（日）
　午前10時～午後４時
■場所　じゅらくの里「福祉パーク館」
問 福祉工房「あぼし」（福祉パーク館内）
　 77●0041
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視覚障がい者向け点字講習会
　点字に触れてみませんか。アトラク
ションにハーモニカ演奏があります。
■日時　６月17日（金）
　午前10時～午後３時
■場所　じゅらくの里「福祉パーク館」
■対象　視覚障がいのある市内在住の人
■ 内容　点字の話＆読み書き点字訓練と
アトラクション

■ 講師　与野福三さん（滋賀点字指導
員）

■定員　15人
■参加費　1,050円（昼食代）
■申込締切　６月10日（金）
問社会福祉協議会　 72●4102

第１回こにゃん市議会議員選挙開
催
　滋賀県動物保護管理センターで保護さ
れた猫を、市議会議員候補猫として全国
から投票を受け付けます。投票時に飼養
希望を確認し選挙終了後に、マッチング
した飼養希望者へ猫を譲渡します。
■ 日時　６月中旬ごろ
※�詳しくは、６月の始めにぶらりこなん
のホームページでお知らせします。

問 こにゃん市選挙管理委員会（湖南市観
光物産協会事務局内）

　 71●2157　 72●9622
　 http://www.burari-konan.jp/konyan/

介護者のつどい
　高齢者を介護している人を対象に開催
します。お菓子作りをしながら楽しく和
やかな雰囲気のなかで交流を深め、日ご
ろの介護からひと息ついて
一緒に語らいましょう。
■日時　６月24日（金）
　午前10時～午後０時30分
■場所　保健センター
■講師　嶋田庸子さん
■申込締切　６月10日（金）
問高齢者支援センターぼだいじ
 74●4093　 74●3910
 高齢福祉介護課〔東庁舎〕
 71●4652　 72●3788

滋賀県子育て支援活動推進事業
健やか子育て講演会
「生きぬく力を育てる幼児期の運動
あそび」
■日時　６月13日（月）
　午後１時～２時30分
■場所　水戸幼稚園
■ 講師　吉川和博さん（カワイ体育教室
京都事務所係長）

■ 申込方法　６月８
日（水）までに電話
かFAXで問へ。
※�託児サ－ビスあり。
希望の場合は申し込み時にお知らせく
ださい。

問光星学園水戸幼稚園
　 75●3350　 75●4425

「わらべ唄は子育ての知恵」
■日時　６月22日（水）
　午後１時～２時30分
■場所　三雲幼稚園
■ 講師　平林智子さん（滋賀わらべの会
代表）

■ 申込方法　６月17日（金）までに電話か
FAXで問へ。
※�託児サ－ビスあり。希望の場合は申し
込み時にお知らせください。

問光星学園三雲幼稚園
　 72●0077　 72●8747

色鉛筆画教室
　身近な色鉛筆を使って植物などを描い
てみませんか。描くことで脳の活性化に
もなり、塗り方によってただの色鉛筆と
は思えない素晴らしい作品ができます。
水彩希望の人もご相談ください。
■日時　第１回：６月16日（木）
　午後１時30分～４時
※第２回以降も毎月第１・３木曜日
■場所　社会福祉センター
■対象　市内在住の60歳以上の人
■定員　15人
■参加費　1,000円／月
■ 申 込 方 法　 ６ 月15日
（水）までに電話かFAXで問へ。

問ボランティアセンター
 ・ 72●1523
 ボランティアセンターふれあい
 77●6001　 77●6006

滋賀大学公開講座
大河ドラマ「江～姫たちの戦国」
の時代を読み解く
　NHK大河ドラマ「江～姫たちの戦国」
が放送されています。この機会にあらた
めて滋賀県の歴史を見直しませんか。
　「江」が生きた時代の
背景や歴史について入門
的な講座を滋賀大学など
の講師陣が行います。
■ 日時　６月25日、７月２日・９日（す
べて土曜日）〔全３回〕
　午後１時～３時
■場所　石部まちづくりセンター
■募集人数　50人（先着順）
■受講料　1,500円
■ 申込方法　６月10日（金）までに大河ド
ラマ「江～姫たちの戦国」の時代を読
み解く受講希望、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、職業、電話番号（日中連
絡のとれる番号）を電話、FAX、Eメー
ルで問へ。

問 滋賀大学学術国際課
　 0749●27●7521
　 0749●27●1174
　 koukai@biwako.shiga-u.ac.jp

 特集展示　農事とくらし
　春から夏にかけての農事について、写
真や資料などで紹介します。
■期間　８月28日（日）まで
　�午前９時～午後４時30分
（入館は午後４時まで）

■ 場所　東海道石部宿歴史
民俗資料館

■ 休館日　毎週月曜日（祝日の場合はそ
の翌日）

■ 入館料　大人320円（260円）、児童生
徒160円（110円）

※（　）内は20人以上の団体料金
問生涯学習課〔西庁舎〕　 77●6250
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イベント・講座
information

交流フェスタこなん＆チャリティー
バザー
　湖南市国際協会では、各
国料理・ダンス・民族衣装
など、体験と交流を通した
国際交流のためのフェスタ
と東日本大震災被災地の一日も早い復興
を願うチャリティーバザーを開催します。
売り上げは義援金として日本赤十字社を
通じ被災地へ送られます。フェスタ＆バ
ザーには自由に参加できます。気軽にお
越しください。バザーの品物提供に協力
いただけるかたも募集しています。
■日時　６月５日（日）
　午後２時30分～５時
■ 場所　市民学習交流センター（サンヒ
ルズ甲西）

問 湖南市国際協会〔中央まちづくりセン
ター〕　 ・ 71●4332

なかよし幼稚園
　地域に開かれた幼稚園の一環として開
催します。（全９回）
■ 対象　市内在住の３・４歳児（平成18
年４月２日～平成20年４月１日生ま
れ）

■時間　午前10時～11時30分
■ 参加費　600円（保険料、教材費など）
■募集締切　６月６日（月）
※�保育園主催未就園児子育て事業との同
時参加はご遠慮ください。

問 菩提寺幼稚園
　 74●1272　 74●1110

子育てリフレッシュタイム
　毎日の子育てに追われているあなた。
子どもを預けて、自由な時間を過ごして
みませんか。
■日時　７月11日（月）
　午前９時30分～正午
■場所　女性センター�
■ 対象　市内に在住または在勤で生後４
か月以上の未就学の子どもがいる女性

■定員　子ども10人（先着順）
■ 参加費　子ども一人につき400円（保
険料含む）

■ 持ち物　お茶、着替え、バスタオル、
ビニール袋など

■保育者　保育サービス「ぽっぽ」
■申込方法　月～土曜日に電話で問へ。
※�一時保育もしています。午前９時～正
午の間にお問い合わせください

問 女性センター　 ・ 72●8588

シニア対象再就職・就業支援講習会
オフィスクリーニング技能講習会
■ 講習期間　
　６月28日（火）～７月７日（木）
　午前10時～午後４時
■ 場所　ＪＲ大津駅前滋賀ビル
■ 定員　20人
■ 申込締切　６月14日（火）
介護員（ヘルパー2級）養成講習会
■ 講習期間　
　７月４日（月）～11月18日（金）
　午前９時30分～午後４時30分
■ 場所　龍谷大学
■ 定員　40人
■ 申込締切　６月21日（火）

■ 対象�　県内在住で60歳以上の人
※就職合同面接会を実施します。
■ 申込方法　講習名、住所、氏名（ふり
がな）、年齢（生年月日）、電話番号、
受講動機を電話、FAXまたははがき
で問へ（応募者多数の場合は抽選）。

問 公益社団法人滋賀県シルバー人材セン
ター連合会〔〒520-0054大津市逢坂一
丁目１－１〕

　 077●525●4128　 077●527●9490

つどいの広場おおぞら
　乳幼児を持つ親子が気軽に集い、交流
できる場所として開放しています。
■開放日　火～土曜日（祝日は除く）
　午前９時～午後２時
■対象　未就園児と保護者
今月のイベント
親子でリズム遊びを楽しもう！
■日時　６月24日（金）
　午前10時30分～
■講師　建部光恵さん
■定員　15組（先着順）
■申込期限　６月10日（金）
問 NPO法人ふれあいセンター「そよ風」
　 72●6153

あざみ織教室
■日時　７月26日（火）～28日（木）
　午前10時～午後４時
■場所　もみじ寮・あざみ寮織物工房
■ 対象　療育手帳を持っている10～25
歳の人（要付添人・要相談）

■定員　２人
■内容　むすび織
■受講料　3,000円
※別途昼食代が必要
見学会を行います
■�日時　６月29日（水）・30日（木）
　午前10時～午後３時
問 社会福祉法人大木会もみじ寮・あざみ寮
　 77●2532　 77●4437

「ITサロン」（パソコン相談）
◇三雲まちづくりセンター
　日時　６月２日（木）、７月７日（木）
　午後１時30分～３時
◇ふれあいの館（石部）
　日時　６月10日（金）、７月８日（金）
　午後１時30分～３時
　インターネット接続可
◇ 鳩の街市民交流スペース（平和堂石部

店２階）
　日時　６月17日（金）、７月15日（金）
　午後１時30分～３時
　インターネット接続可
◇ 市民学習交流センター（サンヒルズ甲

西）
　日時　６月24日（金）、
　７月22日（金）
　午後１時30分～３時
　インターネット接続可
※�申込不要、パソコン持
込可
※�ほかにも困り事などがあれば気軽にご
連絡ください。

問 NPO法人パソフレ
　谷 75●0063　鈴木 75●5466
　 http://www.pasofure.org/
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図書館 う行こへ
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■
● ● ■
● ● ■
● ● ■
● ● ■ ●

●：甲西図書館のみ休館（月曜日・火曜日）
■：石部図書館のみ休館（水曜日）
●：両館とも休館（月末木曜日）

６月 〔開館時間　午前10時〜午後6時〕

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

行事予定行事予定� 石部中央1-2-3　 77●6252　 77●6232

石
部
図
書
館

12日（日）きじっこおはなし会（グループ｢ピッコロロ｣）
� 午前11時～正午（幼児から小学生向け）
17日（金）よっといでたいむ（乳幼児と保護者向けのおはなし会）
� 午前11時～11時20分
25日（土）よっといでたいむ（幼児から小学生向けのおはなし会）
� 午後４時～４時30分

湖南市立図書館
ホームページで、
両館のお知らせや蔵書を見る
ことができます。 暗号化あり 暗号化なし

◦パソコンから（暗号化あり）
http://lib.edu-konan.jp

◦携帯電話から（暗号化あり）
http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP

◦携帯電話から（暗号化なし）
http://lib.edu-konan.jp/imd/IMD/IMDMAIN.CSP

３日（金）ちっちゃなかぜおはなし会
	 （乳幼児と保護者向け）
� 午前11時～11時30分
18日（土）ちっちゃなかぜおはなし会
� 午後２時30分～２時50分
� （４歳以上の幼児向け）
� 午後３時～３時30分（小学生向け）
25日（土）ちっちゃなかぜおはなし会
� �（大人向け）
� 午前10時30分～正午
� （大人のためのおはなしを楽しむ会）

26日（日）おはなしの森
	 （幼児から小学生向けのおはなし会）
� 午後２時～２時30分

行事予定 �

甲
西
図
書
館

マツゾウくん ６月の巡回
スケジュール移動図書館車　

場　　所 日　　時 日　　時
岩根東農業集落センター前 ８水 14:00～14:30 29水 14:00～14:30
三雲保育園南側駐車場 10金 14:30～15:00
サンヒルズ甲西駐車場 15水 14:00～14:30 　　　　
下田まちづくりセンター前 17金 14:00～14:30
中山生協集会所予定地 17金 15:00～15:30
北山台自治会館前 １水 15:30～16:00 22水 15:30～16:00
妙感寺多目的集会所前 16木 14:00～14:30
菩提寺幼稚園前 ３金 14:00～14:30 24金 14:00～14:30
フレンドマート第２駐車場 ３金 15:00～15:30 24金 15:00～15:30

場　　所 日　　時 日　　時
岩根小学校 ８水 12:55～13:25 29水 12:55～13:25
石部南小学校 ２木 13:15～13:45 23木 13:15～13:45
阿星保育園 ２木 14:20～14:40 23木 14:20～14:40
三雲小学校 10金 13:00～13:30
三雲保育園 10金 14:00～14:30
水戸小学校 15水 12:55～13:35
石部小学校 ９木 13:05～13:30 30木 13:05～13:30
下田小学校 17金 13:05～13:30
菩提寺北小学校 １水 13:00～13:40 22水 13:00～13:40
菩提寺保育園 １水 14:30～15:00 22水 14:30～15:00
三雲東小学校 16木 12:55～13:25
菩提寺小学校 ３金 13:05～13:35 24金 13:05～13:35

※移動図書館車で借りた本は、両図書館でも返却できます。借りた本についての問い合わせは、甲西図書館までお願いします。

　インターネットや携帯電話から両館で貸出中の本と雑誌の最新号を予約できます。予約した資料が用意できたときは、メールで連絡を受け
取ることができます（図書館で発行するパスワードが必要）。

パートナーとあゆむ
～絵本「だちょうの原画展」＆

書「元気メッセージ・1/4世紀展」～

　６月12日（日）まで
　県立三雲養護学校高等部卒業生の小嶋桂介さんが描
いた絵本「だちょう」の原画と、長谷翔太さんの書を
展示します。

夢づくりいしべのあゆみ展
　６月18日（土）～７月10日（日）
　石部地域の歴史と文化への関心を深め、新しい文化
を創造し、地域のまちづくりの未来へのかけはしとし
て取り組んできた「夢づくりいしべ」の活動のあゆみ
を紹介します。

図書館●展示

中央5-50　 72●5550　 72●5554

お借りいただける雑誌の一部です。どうぞご利用ください。
石部…�ＮＨＫためしてガッテン、おりがみ、趣味の園芸�やさいの時間、TVぴあ関西版
甲西…�がんサポート、月刊ピアノ、サンキュ、ジャズジャパン、テレビナビ、防災ニュース
両館…ダンツァ（予定）

新しい雑誌が
増えました
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湖南市子育て支援センター
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　�（申し込みの受付は午前9時から）

みつばち開放日（移動支援センター）
時間　午前10時～正午（みつばち午後開放日は午後１時30分～３時30分）
場所　市内まちづくりセンター（カレンダー参照）

開放日

時間　午前10時～正午
　（午後開放日は午後１時30分～３時30分）
※６月生まれのお子さんの手形･足形がとれます。

ひよこ広場　※申込不要

日時　６月13日（月）　午前10時～11時30分
対象　８か月までの子どもと保護者
※２回目以上の参加はご遠慮ください。
内容　助産師による育児相談、ベビーマッサージ
持ち物　バスタオル　母子健康手帳

にこにこ広場

「ひよこグループ」　※申込不要

日時　６月３日（金）　午後１時30分～２時30分
対象　８か月までの子どもと保護者
「りすグループ」～ふれあい遊び～

日時　６月９日（木）　午前10時～11時
対象　９か月～１歳５か月までの子どもと保護者
申込期間　６月２日（木）～６日（月）
「うさぎグループ」～小麦粉粘土で遊ぼう～

日時　６月15日（水）　午前10時～11時
対象　１歳６か月～２歳５か月までの子どもと保護者
申込期間　６月７日（火）～９日（木）
「くまグループ」～スライムで遊ぼう～

日時　６月21日（火）　午前10時～11時30分
対象　２歳６か月以上の子どもと保護者
申込期間　６月10日（金）～14日（火）

おひさまらんど（子育て支援講座）
幼児食を作ろう

日時　６月16日（木）　午前10時～11時30分
場所　保健センター
定員　20人（先着順）
※託児あり（先着15人）
申込期間　６月８日（水）～10日（金）
ビーズアクセサリーを作ろう

日時　７月12日（火）　午前10時～11時30分
講師　梅山ゆかりさん（ぷらむまい）
持ち物　材料費（1,500円程度）、ペンチ
申込期間　６月22日（水）～24日（金）
※託児あり

開放日

時間　午前10時～正午
手形・足形の日

　身長・体重をはかって手形・足形をとりましょう
日時　６月６日（月）　午前10時30分～11時30分
持ち物　おしぼりかウェットティッシュ
子育て相談日

　保健師と栄養士が子育て相談に応じます。
日時　６月14日（火）　受付：10時～11時
にこにこの日

『ともだちいっぱい！』～遊戯室で思いっきり遊ぼう～
日時　６月８日（水）　午前10時～11時30分
対象　２歳以上の子ども
『よちよちキッズ』～親子ふれあいタイム～
日時　６月10日（金）　午前10時30分～11時45分
対象　ひとりで歩ける２歳未満の子ども
『音楽を全身で味わおう！』～親子でリトミック～
日時　６月16日（木）　午前10時30分～11時10分
対象　２歳以上の子どもと保護者
講師　古株亜津紗さん・野出千秋さん（塚本楽器音楽教室）
『栄養士さんとお話しよう！』～離乳食後期のお話と試食～
日時　６月21日（火）　午前10時30分～11時30分
定員　16人（先着順）
材料費　200円程度
講師　�服部淳子（健康政策課栄養士）
申込期間　６月９日（木）～10日（金）
「緊急時の応急処置について」
日時　６月24日（金）　午前10時～11時30分
対象　15人（先着順）
講師　湖南中央消防署員
申込期間　６月９日（木）～10日（金）

さくらんぼ広場（支援センター合同企画）

親子ふれあい体操

日時　６月23日（木）
　　　①午前10時～10時40分　②午前11時～11時40分
対象　①１歳６か月～２歳５か月の子どもと保護者
　　　②２歳６か月以上の子どもと保護者
場所　総合体育館
講師　東かおりさん
申込方法　６月２日（木）～６日（月）に石部子育て支援センターへ。

子育て支援センター

ひまわり
（岩根保育園2階）　  ・  72◦7089

石部子育て支援センター

たんぽぽはうす
（石部保育園隣接）　 77◦8570　 77◦8572

湖南市子育て支援ホームページ　  http://www.edu-konan.jp/kosodate/　  kosodate-s@city.konan.shiga.jp
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子育てサロン
みんなあつまれ　よっといで。
時間　午前10時～11時30分
対象　未就園児と保護者
問三雲保育園　 ・ 72◦1385　平松保育園　 ・ 72◦0390
石部保育園　 ・ 77◦2073　阿星保育園　 ・ 77◦2950
岩根保育園　 ・ 72◦1389　菩提寺保育園　 ・ 74◦1373
下田保育園　 ・ 75◦2420　水戸保育園　 ・ 75◦0630

親子プレイステーション
　親子でどなたでも参加できます。子育ての先輩であ
るサポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
時間　午前10時～正午
問生涯学習課〔西庁舎〕　 77◦6250　 77◦6253

きじっこひろば
　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。
時間　午前10時～正午
問石部南まちづくりセンター　 ・ 77◦2535

おもちゃの図書館「とまと」
　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもしています。
時間　午前10時～正午
問ボランティアセンター　 ・ 72◦1523

いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」
　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもしています。
時間　午前10時～11時30分
問ボランティアセンターふれあい
　 77◦6001　 77◦6006

あひるクラブ
時間　午前10時～11時30分
対象　１歳～３歳の幼児と保護者
内容　７日･･･園庭開放　21日･･･小麦粉粘土あそび
問甲西あかつき保育園　 72◦4960　 72◦4965

つどいの広場つばめ　子育て相談
　保健センターの保健師による子育て相談です。何で
もご相談ください。
時間　午前10時30分～11時30分
問NPO法人鳩の街　 77◦5546　 77◦5549

とんとんとんでておいで
時間　午前10時～11時30分
対象　未就園児と保護者
内容　スライムあそびをしましょう

ようちえんであそぼう
時間　午前10時～11時30分
対 象　２・３歳児（平成19年４月２日～平成21年４
月１日生まれ）と保護者

内容　手あそびをしたり、紙芝居をみましょう

持ち物　上靴、水筒（お茶）、着替え、タオルなど

問学校法人光星学園
　三雲幼稚園　　 72◦0077　 72◦8747
　ひかり幼稚園　 74◦3011　 74◦3461
　水戸幼稚園　　 75◦3350　 75◦4425
※申込受付は各園で行っています。

1
たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
おもちゃの図書館「とまと」 社会福祉センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

2 ひまわり開放日 子育て支援センター
3 にこにこ広場「ひよこグループ」石部子育て支援センター
4
5

6

ひまわり開放日（手形・足形の日）子育て支援センター
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
親子プレイステーション 柑子袋まちづくりセンター
いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」石部保健センター
とんとんとんでておいで 三雲幼稚園

7

ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 菩提寺まちづくりセンター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
あひるクラブ 甲西あかつき保育園

8 にこにこの日 子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

9

子育てサロン

三雲保育園・平松保育園・石部
保育園・阿星保育園・岩根保
育園・菩提寺保育園・下田保
育園・水戸保育園

たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
子育て相談 つどいの広場つばめ〔平和堂石部店2階〕
とんとんとんでておいで ひかり幼稚園

10 にこにこの日 子育て支援センター
とんとんとんでておいで 水戸幼稚園

11
12

13

ひまわり開放日 子育て支援センター
たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
ひよこ広場 石部子育て支援センター
親子プレイステーション 菩提寺まちづくりセンター

14
ひまわり開放日（子育て相談） 子育て支援センター
みつばち午後開放日 岩根まちづくりセンター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

15 きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
おもちゃの図書館「とまと」 社会福祉センター

16 にこにこの日 子育て支援センター
17 ひまわり開放日 子育て支援センター
18
19

20

ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 柑子袋まちづくりセンター
親子プレイステーション 市民学習交流センター
いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」石部保健センター

21

たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
あひるクラブ 甲西あかつき保育園
ようちえんであそぼう 三雲幼稚園

22
みつばち開放日 中央まちづくりセンター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
ようちえんであそぼう 水戸幼稚園

23 ようちえんであそぼう ひかり幼稚園
24 たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
25
26

27
ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 三雲まちづくりセンター
親子プレイステーション 石部南まちづくりセンター

28
ひまわり開放日 子育て支援センター
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

29 きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

30 ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち午後開放日 岩根まちづくりセンター
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保健センター情報
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多少時間がかかります

対　象 日

４か月児健診 平成23年２月生 ６月28日（火）

10か月児健診 平成22年８月１日
～24日生 ６月29日（水）

１歳６か月児健診 平成21年11月生 ６月17日（金）
２歳６か月児相談 
・歯科健診 平成20年11月生 ６月10日（金）

３歳６か月児健診 平成19年11月生 ６月９日（木）

持ち物　母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯
ブラシ（10か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６
か月児）

※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

乳 幼 児 健 診

６月30日（木）
午後１時30分～３時30分

離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象　平成23年１月生まれの乳児の保護者
持ち物　母子健康手帳、エプロン
※要事前申込。保育が必要な人はお申し込みください。

（受付：午後１時15分～１時30分　場所：保健センター）
も ぐ も ぐ 教 室

（受付：午前８時30分～午後４時30分　場所：保健センター）
持ち物　印鑑、妊娠届出書（保健センターにもあります）

母 子 健 康 手 帳 の 交 付  

※�妊娠届出書をお持ちでない場合は、出産予定日を主治医に
確認してからお越しください。

　今年度の対象者へがん検診無料クーポン券・検診手帳
などを送付しています。今年度に限り、無料でがん検診
が受けられます。なお、クーポン券を使わずに受診した
場合、後日返金することができませんのでご注意ください。

乳がん検診
乳がん検診クーポン券対象者

40歳 昭和 45年 4月 2日～ 46年 4月 1日生
45歳 昭和 40年 4月 2日～ 41年 4月 1日生
50歳 昭和 35年 4月 2日～ 36年 4月 1日生
55歳 昭和 30年 4月 2日～ 31年 4月 1日生
60歳 昭和 25年 4月 2日～ 26年 4月 1日生

【集団検診】
■日程　７月21日（木）・22日（金）・・・保健センター
　７月27日（水）・・・石部保健センター
　受付：午後１時30分～２時30分
※番号札を午後１時から配布し、受付は番号札順に行い
　ます。
■�申込方法　６月15日（水）～22日（水）の間に保健セ
ンターへ（電話可）。
■�持ち物　乳がん検診無料クーポン券、健康保険証など
身分を証明するもの
■�注意事項
・�該当部位に疾患がある人や自覚症状のある人はがん検
診ではなく、一般診療で直接病院へ行きましょう。
・�ペースメーカーを使用している人や、豊胸手術・乳房
形成手術・水頭症手術を受けた人、授乳中・妊娠中の
人は受診できません。

【医療機関受診】
　個別に送付するクーポン券に同封の説明書をご覧くだ
さい。

子宮頸部がん検診【医療機関受診のみ】
子宮頸部がん検診クーポン券対象者

20歳 平成 2年 4月 2日～ 3年 4月 1日生
25歳 昭和 60年 4月 2日～ 61年 4月 1日生
30歳 昭和 55年 4月 2日～ 56年 4月 1日生
35歳 昭和 50年 4月 2日～ 51年 4月 1日生
40歳 昭和 45年 4月 2日～ 46年 4月 1日生

■�受診方法　県内の婦人科で直接受診してください。医
療機関について詳しくは市ホームページまたは保健セン
ターへお問い合わせください。
■�受診期間　平成24年３月31日（土）まで
■�持ち物　子宮頸部がん検診無料クーポン券、健康保険証
など身分を証明するもの

マ マ ・ パ パ 教 室
（受付：午後１時15分～１時30分　場所：保健センター）

６月24日（金）
午後１時30分～３時30分

親になるってどういうこと？
妊娠中の過ごし方、パパの妊婦・沐浴体験

対象　妊娠６～８か月ごろの妊婦・夫および家族
持ち物　母子健康手帳
※要事前申込

がん検診推進事業
乳がん検診・子宮頸部がん検診

無料クーポン

日時　７月５日（火）午前10時～午後３時� �
場所　湖南市役所東庁舎周辺� � �
対象　18～69歳の人
※40歳以上の人は、過去１年以内に心電図検査を受けて
異常なしの人。�� � � �

※65歳以上の人は、60～64歳までに献血経験のある人。�
※渡航歴などによってお断りする場合があります。�
持ち物　献血カードまたは手帳、身分証明書（運転免許
証・健康保険証など）� � � �

※７月１日（金）までに保健センターへ予約して下さい。
●当日は予約不要の全血献血もあわせて行います。ご協
力をお願いします。� � �

成分献血

（受付：午後１時～２時15分　場所：保健センター）
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各種相談
心配ごと

しごと

高齢者

相談窓口

就労相談
　求職活動やハローワークで
の手続きのしかたなど就労に
関する相談や職場でのトラブ
ルに相談員が応じます（就職
あっせんはできません）。
◇時間
　午前９時～11時30分
問 商工労政課〔共同福祉施

設〕
　 71◦2332　 72◦4820

○ 総務課住民総合相談担当〔東庁
舎〕

71◦2370　 72◦3788

　人権相談をはじめとした各種相談
窓口を開設しています。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

　相談は無料、秘密は厳守されま
す。事前に予約が必要です。一人30
分、定員６人。
◇日時　６月10日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇�場所　共同福祉施設（サンライ
フ甲西）
◇対象　市内在住または在勤の人
問湖南市商工会　 72◦0038

○地域総合センター
三雲ふれあいセンター 72◦3166

72◦3301
夏見会館 ・ 72◦3083
柑子袋会館 ・ 72◦2993
松籟会館 ・ 77◦2972
岩根会館 ・ 72◦2292

保健センター
 　 72◦4008　 72◦1481
◇ 内容　離乳食や子どもの発達など
子育てに関する悩みや心配なこと
※�発達相談員による発達相談（予約
制）の紹介も行います。

赤ちゃんホットライン
（電話相談）
保健センター 71◦4150
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠・出産・育児など

少年センター悩み事相談
少年センター「あすくる湖南」

〔西庁舎別棟2階〕
 77◦7053　 77◦7059
　学校や家庭での生活、非行問題な
ど、悩みを抱える中高生やその保護
者の相談、就学・就労に関する20歳
未満の青少年の相談を受け付けてい
ます。面接相談のほか、電話による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後４時

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕 ・ 72◦4810
　いじめや不登校などで悩みを抱え
る小中学生や、子どもの教育に悩ん
でいる保護者の相談を受け付けてい
ます。電話相談のほか、面談による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後４時

もの忘れについての相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

71◦4652　 72◦3788
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※�専門医によるもの忘れ相談（予約
制）の紹介も行います。

介護についての相談・高齢者
の生活相談・福祉用具や住宅
改修の相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

71◦4652　 72◦3788
高齢者支援センターいしべ 77◦5243
高齢者支援センターみくも 72◦8100
高齢者支援センターぼだいじ 74◦4093
高齢者支援センターひ  え 75◦2323

教育電話相談

健康相談
保健センター

72◦4008　 72◦1481
　保健師・管理栄養士などが健康に
ついての相談に応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　６月16日（木）
午後２時30分～４時30分
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354　 72◦2201

法律相談

総務課消費生活相談窓口〔東庁舎〕
71◦2360　 72◦3788

　消費生活に関する相談に専門の資
格を持った相談員が応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前９時15分～午後４時

消費生活相談

◇�日時　６月15日（水）
　午後１時～４時
◇�場所　石部老人福祉センター
問総務課〔東庁舎〕
　 71◦2370　 72◦3788

行政相談（行政相談委員による相談）

なんでも相談（人権擁護委員による相談）

○石部老人福祉センター　１日（水）
○社会福祉センター　１日（水）
◇�時間　午前10時～午後４時
問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354　 72◦2201
※�大津地方法務局甲賀支局でも実施
しています。（全国共通ナビダイヤル
　 0570◦003◦110）
◇日時　月・水・金曜日（祝日を除く）
　午前10時～午後４時

　税理士による税金に関する無料相
談です。秘密は厳守されます。事前に
予約が必要です。一人30分、定員６人。
◇日時　６月８日（水）
　午後１時30分～４時30分
◇�場所　水口納税協会
問水口納税協会
　 62◦1151　 63◦0173

税務相談

月 火 水 木 金
     1 2 3

サンヒルズ
甲西

菩提寺まちづ
くりセンター 夏見会館

6 7 8 9 10

松籟会館 三雲ふれあい
センター

石部南まちづ
くりセンター 柑子袋会館 岩根会館

13 14 15 16 17
下田まちづく
りセンター

サンヒルズ
甲西

菩提寺まちづ
くりセンター 夏見会館

20 21 22 23 24

松籟会館 三雲ふれあい
センター

石部南まちづ
くりセンター 柑子袋会館 岩根会館

27 28 29 30
下田まちづく
りセンター

育児相談
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湖南市の人口  平成 23年 5月 1日現在
総人口  55,286 人（+18）　　男  28,584 人（+28）　　女   26,702 人（－10）　　世帯数  21,708 世帯（+63）

CONTENTS
　 ２　いざという時のために、みんなで確認しましょう ！
　７　地域で活躍している健康推進員を紹介します
１２　介護サービス利用者の負担を減らす制度を紹介します

１４　家読のススメ
１8　まちのわだい・きらり湖南人

うちどく

栄養価(1人分)
エネルギー：85kcal
たんぱく質：1.0g
脂質：6.1g
塩分：0.3g
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トマト ………………大2個（400g）
玉ねぎ ……………… 1/2個
サラダ油 ……………大さじ2
酢 …………………… 大さじ1
塩 …………………… 小さじ1/4
こしょう ……………少々
パセリ（乾燥） …… 少々
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ト
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材料（４人分）

食育推進計画
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今月の表紙

 　市内各地で小学生の田植え体験が
行われました。子どもたちは泥に足を
とられながらも、ロープの目印にあわ
せて苗を一株ずつ丁寧に植えていきま
した。秋の収穫が楽しみです。

（5月9日／水戸小学校）
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　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

湖 南 市 市 民 憲 章

今月の表紙

平
成
23
年
4
月
１
日
〜
30
日
掲
載
申
込
分（
敬
称
略
）

一、美しい水と緑を大切にし、自然
と調和したまちをつくります。

一、たがいの人権を認めあい、思い
やりのあるまちをつくります。

一、子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちをつ
くります。

一、ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくります。

一、社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。
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